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(57)【要約】
　方法、コンピュータ可読媒体、および装置が提供され
る。本装置は局であり得る。本装置は、チャネル上で、
ワイヤレスデバイスからパケットを受信するように構成
され得る。本装置は、受信されたパケットに関連付けら
れたＢＳＳＩＤまたは色を決定するように構成得る。本
装置は、パケットに関連付けられた決定されたＢＳＳＩ
Ｄまたは決定された色、およびインジケーションに基づ
いて、チャネル上での送信を延期すべきかどうかを決定
するように構成され得る。インジケーションは、ＢＳＳ
ＩＤのリストまたは色情報を含み得る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　局によるワイヤレス通信の方法であって、
　チャネル上で、ワイヤレスデバイスからパケットを受信することと、
　前記受信されたパケットに関連付けられた、基本サービスセット識別子（ＢＳＳＩＤ）
または基本サービスセットを識別する色を決定することと、
　前記パケットに関連付けられた前記決定されたＢＳＳＩＤまたは前記決定された色、お
よびインジケーションに基づいて、前記チャネル上での送信を延期すべきかどうかを決定
すること、前記インジケーションは、ＢＳＳＩＤのリストまたは色情報を備える、と
　を備える、方法。
【請求項２】
　送信を延期すべきかどうかを前記決定することは、
　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリス
ト中でまたは前記色情報中で示されるときに、送信を延期することを決定することと、
　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリス
ト中でまたは前記色情報中で示されないときに、送信を延期しないことを決定することと
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　送信を延期すべきかどうかを前記決定することは、
　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリス
ト中でまたは前記色情報中で示されないときに、送信を延期することを決定することと、
　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリス
ト中でまたは前記色情報中で示されるときに、送信を延期しないことを決定することと
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　送信を延期すべきかどうかを前記決定することは、前記パケットに関連付けられた前記
ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリスト中でまたは前記色情報中で示される
ときに、前記パケットがそれの上で受信された前記チャネル上で予約された時間期間の間
、送信を阻止することを決定することを備え、前記時間期間が、前記パケット中で示され
る持続時間よりも小さいかまたはそれに等しい、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　送信を延期しないという前記決定に基づいて前記パケットをドロップすることをさらに
備え、前記ドロップすることは、前記パケットを廃棄することと、前記パケットに基づい
てネットワーク割振りベクトルを設定しないこととを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＢＳＳＩＤのリストは、同じアクセスポイントに関連付けられた複数のＢＳＳＩＤ
を含み、前記ＢＳＳＩＤのリストは、それへの送信が従わされるべきであるかまたはそれ
への送信が従わされるべきでないＢＳＳＩＤを示す、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記局は、第１のアクセスポイントに関連付けられ、前記ＢＳＳＩＤのリストは、前記
第１のアクセスポイントとコロケートされた第２のアクセスポイントに関連付けられた少
なくとも１つのＢＳＳＩＤを含み、前記ＢＳＳＩＤのリストは、パケットが前記少なくと
も１つのＢＳＳＩＤから受信された場合に、送信を延期するように前記局に命令する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記局に関連付けられたアクセスポイントから前記インジケーションを受信することを
さらに備え、前記インジケーションは、前記アクセスポイントからの関連付け応答中で、
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前記アクセスポイントからの管理フレームから、または前記アクセスポイントからのビー
コンから受信される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記色情報は、それへの送信が従わされるべきであるかまたはそれへの送信が従わされ
るべきでない１つまたは複数の基本サービスセットに対応する１つまたは複数の色を備え
るか、あるいは、前記色情報中に含まれる色が、複数の基本サービスセットまたは複数の
アクセスポイントに関連付けられる、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　アクセスポイントによるワイヤレス通信の方法であって、
　前記アクセスポイントに関連付けられた基本サービスセット（ＢＳＳ）中の１つまたは
複数の局によって、それのパケットが従わされるべきである少なくとも１つのＢＳＳを決
定することと、
　前記少なくとも１つのＢＳＳのインジケーションを前記１つまたは複数の局に送信する
ことと
　を備える、方法。
【請求項１１】
　従わされるべき前記少なくとも１つのＢＳＳは、従わされるべき前記少なくとも１つの
ＢＳＳに関連付けられたデバイスから前記アクセスポイントにおいて受信された信号の信
号強度に基づいて決定される、
　請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　従わされるべき前記少なくとも１つのＢＳＳは、前記ＢＳＳと従わされるべき前記少な
くとも１つのＢＳＳとの間の距離に基づいて決定される、
　請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　従わされるべき前記少なくとも１つのＢＳＳは、前記ＢＳＳと従わされるべき前記少な
くとも１つのＢＳＳとの間のネゴシエーションを通して決定される、
　請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記インジケーションは、関連付け応答中で、管理フレーム中で、またはビーコンフレ
ーム中で、前記１つまたは複数の局に送信される、
　請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　前記インジケーションは、
　前記１つまたは複数の局がそれへの送信を、従うべきであるかまたはそれへの送信を延
期すべきでないＢＳＳＩＤのリスト、あるいは
　前記１つまたは複数の局がそれへの送信を、従うべきであるかまたはそれへの送信を延
期すべきでないＢＳＳを識別する１つまたは複数の色を備える色情報
　のうちの１つを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　ワイヤレス通信のための局であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　チャネル上で、ワイヤレスデバイスからパケットを受信することと、
　　前記受信されたパケットに関連付けられた、基本サービスセット識別子（ＢＳＳＩＤ
）または基本サービスセットを識別する色を決定することと、
　　前記パケットに関連付けられた前記決定されたＢＳＳＩＤまたは前記決定された色、
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およびインジケーションに基づいて、前記チャネル上での送信を延期すべきかどうかを決
定すること、前記インジケーションは、ＢＳＳＩＤのリストまたは色情報を備える、と
　を行うように構成される、局。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリス
ト中でまたは前記色情報中で示されるときに、送信を延期することを決定することと、
　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリス
ト中でまたは前記色情報中で示されないときに、送信を延期しないことを決定することと
　によって、送信を延期すべきかどうかを決定するように構成される、請求項１６に記載
の局。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリス
ト中でまたは前記色情報中で示されないときに、送信を延期することを決定することと、
　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリス
ト中でまたは前記色情報中で示されるときに、送信を延期しないことを決定することと
　によって、送信を延期すべきかどうかを決定するように構成される、請求項１６に記載
の局。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤま
たは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリスト中にまたは前記色情報中にあるときに、前記パケ
ットがそれの上で受信された前記チャネル上で予約された時間期間の間、送信を延期する
ことを決定することによって、送信を延期すべきかどうかを決定するように構成され、前
記時間期間は、前記パケット中で示される持続時間よりも小さいかまたはそれに等しい、
　請求項１６に記載の局。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、送信を延期しないという前記決定に基づいて、前
記パケットを廃棄することによって、および前記パケットに基づいてネットワーク割振り
ベクトルを設定しないことによって、前記パケットをドロップするようにさらに構成され
る、
　請求項１６に記載の局。
【請求項２１】
　前記ＢＳＳＩＤのリストは、同じアクセスポイントに関連付けられた複数のＢＳＳＩＤ
を含み、前記ＢＳＳＩＤのリストは、それへの送信が従わされるべきであるかまたはそれ
への送信が従わされるべきでないＢＳＳＩＤを示す、
　請求項１６に記載の局。
【請求項２２】
　前記局は、第１のアクセスポイントに関連付けられ、前記ＢＳＳＩＤのリストは、前記
第１のアクセスポイントとコロケートされた第２のアクセスポイントに関連付けられた少
なくとも１つのＢＳＳＩＤを含み、前記ＢＳＳＩＤのリストは、パケットが前記少なくと
も１つのＢＳＳＩＤから受信された場合に、送信を延期するように前記局に命令する、
　請求項１６に記載の局。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記局に関連付けられたアクセスポイントから前
記インジケーションを受信するように構成され、前記インジケーションは、前記アクセス
ポイントからの関連付け応答中で、前記アクセスポイントからの管理フレームから、また
は前記アクセスポイントからのビーコンから受信される、
　請求項１６に記載の局。
【請求項２４】
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　前記色情報は、それへの送信が従わされるべきであるかまたはそれへの送信が従わされ
るべきでない１つまたは複数の基本サービスセットに対応する１つまたは複数の色を備え
るか、あるいは、前記色情報中に含まれる色が、複数の基本サービスセットまたは複数の
アクセスポイントに関連付けられる、
　請求項１６に記載の局。
【請求項２５】
　ワイヤレス通信のためのアクセスポイントであって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　前記アクセスポイントに関連付けられた基本サービスセット（ＢＳＳ）中の１つまた
は複数の局によって、それのパケットが従わされるべきである少なくとも１つのＢＳＳを
決定することと、
　　前記少なくとも１つのＢＳＳのインジケーションを前記１つまたは複数の局に送信す
ることと
　を行うように構成される、アクセスポイント。
【請求項２６】
　従わされるべき前記少なくとも１つのＢＳＳは、従わされるべき前記少なくとも１つの
ＢＳＳに関連付けられたデバイスから前記アクセスポイントにおいて受信された信号の信
号強度に基づいて決定される、
　請求項２５に記載のアクセスポイント。
【請求項２７】
　従わされるべき前記少なくとも１つのＢＳＳは、前記ＢＳＳと従わされるべき前記少な
くとも１つのＢＳＳとの間の距離に基づいて決定される、
　請求項２５に記載のアクセスポイント。
【請求項２８】
　従わされるべき前記少なくとも１つのＢＳＳは、前記ＢＳＳと従わされるべき前記少な
くとも１つのＢＳＳとの間のネゴシエーションを通して決定される、
　請求項２５に記載のアクセスポイント。
【請求項２９】
　前記インジケーションは、関連付け応答中で、管理フレーム中で、またはビーコンフレ
ーム中で、前記１つまたは複数の局に送信される、
　請求項２５に記載のアクセスポイント。
【請求項３０】
　前記インジケーションは、
　前記１つまたは複数の局がそれへの送信を従うべきであるかまたはそれへの送信を延期
すべきでないＢＳＳＩＤのリスト、あるいは
　前記１つまたは複数の局がそれへの送信を従うべきであるかまたはそれへの送信を延期
すべきでないＢＳＳを識別する１つまたは複数の色を備える色情報
のうちの１つを含む、
　請求項２６に記載のアクセスポイント。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１５年６
月１１日に出願された「ENABLING CHANNEL REUSE FOR SELECTIVE BSS」と題する米国仮出
願第６２／１７４，４４４号、および２０１６年６月７日に出願された「ENABLING CHANN
EL REUSE FOR SELECTIVE BSS」と題する米国特許出願第１５／１７６，０６０号の利益を
主張する。
【技術分野】
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【０００２】
　[0002]本開示は、一般に通信システムに関し、より詳細には、局またはアクセスポイン
トが選択的基本サービスセット（ＢＳＳ）のためのチャネル再利用を実装することを可能
にする技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]多くの電気通信システムでは、通信ネットワークは、いくつかの対話している空
間的に分離されたデバイスの間でメッセージを交換するために使用される。ネットワーク
は、たとえば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアであり
得る、地理的範囲に従って分類され得る。そのようなネットワークは、それぞれ、ワイド
エリアネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ローカ
ルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）
、またはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）として指定されるであろう。ネットワ
ークはまた、様々なネットワークノードとデバイスとを相互接続するために使用されるス
イッチング／ルーティング技法（たとえば、回線交換対パケット交換）、送信のために採
用される物理媒体のタイプ（たとえば、ワイヤード対ワイヤレス）、および使用される通
信プロトコルのセット（たとえば、インターネットプロトコルスイート、同期光ネットワ
ーキング（ＳＯＮＥＴ：Synchronous Optical Networking）、イーサネット（登録商標）
など）によって異なる。
【０００４】
　[0004]ワイヤレスネットワークは、しばしば、ネットワーク要素がモバイルであり、し
たがって動的接続性の必要を有するときに、またはネットワークアーキテクチャが、固定
ではなくアドホックなトポロジーで形成される場合に好適である。ワイヤレスネットワー
クは、無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域中の電磁波を使用する非誘導伝搬
モードでは、無形物理媒体を採用する。ワイヤレスネットワークは、有利には、固定ワイ
ヤードネットワークと比較して、ユーザモビリティと迅速なフィールド展開とを可能にす
る。
【０００５】
　[0005]チャネル再利用中に、局は、さらなる実現可能性の考慮なしに重複基本サービス
セット（ＯＢＳＳ：overlapping basic service set）からのパケットをドロップし得る
。チャネル再利用の実装を改善する必要がある。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本発明のシステム、方法、コンピュータ可読媒体、およびデバイスは、それぞれ
いくつかの態様を有し、それらのうちの単一の態様が、単独で、本発明の望ましい属性を
担当するとは限らない。次に、以下の特許請求の範囲によって表される本発明の範囲を限
定することなしに、いくつかの特徴が手短に説明される。この説明を考察すれば、特に「
発明を実施するための形態」と題するセクションを読めば、本発明の特徴が、ワイヤレス
ネットワークにおけるデバイスに利点をどのように提供するかが理解されよう。
【０００７】
　[0007]本開示の一態様では、方法、コンピュータ可読媒体、および装置が提供される。
本装置は局であり得る。局は、チャネル上で、ワイヤレスデバイスからパケットを受信し
得る。局は、受信されたパケットに関連付けられた、基本サービスセット識別子（ＢＳＳ
ＩＤ：basic service set identifier）または色を決定し得る。局は、パケットに関連付
けられた決定されたＢＳＳＩＤまたは決定された色、およびインジケーションに基づいて
、チャネル上での送信を延期すべきかどうかを決定し得る。インジケーションは、ＢＳＳ
ＩＤのリストまたは色情報を含み得る。
【０００８】
　[0008]本開示の別の態様では、ワイヤレス通信のための装置が提供される。本装置は局
であり得る。局は、チャネル上で、ワイヤレスデバイスからパケットを受信するための手
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段を含み得る。局は、受信されたパケットに関連付けられたＢＳＳＩＤまたは色を決定す
るための手段を含み得る。局は、パケットに関連付けられた決定されたＢＳＳＩＤまたは
決定された色、およびインジケーションに基づいて、チャネル上での送信を延期すべきか
どうかを決定するための手段を含み得る。インジケーションは、ＢＳＳＩＤのリストまた
は色情報を含み得る。局は、送信を延期するという決定に基づいてパケットをドロップす
るための手段を含み得る。ドロップするための手段は、パケットを廃棄することと、パケ
ットに基づいてネットワーク割振りベクトルを設定しないこととを行うように構成され得
る。一構成では、送信を延期すべきかどうかを決定するための手段は、パケットがそれの
上で受信されたチャネル上で予約された時間期間の間、送信を控えるように構成され得、
そこにおいて、時間期間は、パケット中で示される持続時間よりも小さいかまたはそれに
等しい。別の態様では、ＢＳＳＩＤのリストは、同じアクセスポイントに関連付けられた
複数のＢＳＳＩＤを含み得、ＢＳＳＩＤのリストは、それへの送信が従わされるべきであ
るかまたはそれへの送信が従わされるべきでないＢＳＳＩＤを示し得る。別の態様では、
局は第１のアクセスポイントに関連付けられ得、ＢＳＳＩＤのリストが、第１のアクセス
ポイントとコロケートされた第２のアクセスポイントに関連付けられた少なくとも１つの
ＢＳＳＩＤを含み得、ＢＳＳＩＤのリストは、パケットが少なくとも１つのＢＳＳＩＤか
ら受信された場合に、送信を延期するように局に命令し得る。別の構成では、局は、局に
関連付けられたアクセスポイントからインジケーションを受信するための手段を含み得る
。別の態様では、インジケーションは、アクセスポイントからの関連付け応答中で、アク
セスポイントからの管理フレームから、またはアクセスポイントからのビーコンから受信
され得る。別の態様では、色情報は、それへの送信が従わされるべきであるかまたはそれ
への送信が従わされるべきでない１つまたは複数の基本サービスセットに対応する１つま
たは複数の色を含み得る。別の態様では、色情報中に含まれる色が、複数の基本サービス
セットまたは複数のアクセスポイントに関連付けられ得る。
【０００９】
　[0009]本開示の別の態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶するワイヤレス通信
デバイスのコンピュータ可読媒体が提供される。本コンピュータ可読媒体は、局に関連付
けられ、チャネル上で、ワイヤレスデバイスからパケットを受信するためのコードを含み
得る。本コンピュータ可読媒体は、受信されたパケットに関連付けられたＢＳＳＩＤまた
は色を決定するためのコードを含み得る。本コンピュータ可読媒体は、パケットに関連付
けられた決定されたＢＳＳＩＤまたは決定された色、およびインジケーションに基づいて
、チャネル上での送信を延期すべきかどうかを決定するためのコードを含み得る。インジ
ケーションは、ＢＳＳＩＤのリストまたは色情報を含み得る。本コンピュータ可読媒体は
、送信を延期するという決定に基づいてパケットをドロップするためのコードを含み得る
。ドロップするためのコードは、パケットを廃棄することと、パケットに基づいてネット
ワーク割振りベクトルを設定しないこととを行うためのコードを含み得る。一構成では、
送信を延期すべきかどうかを決定するためのコードは、パケットがそれの上で受信された
チャネル上で予約された時間期間の間、送信を控えるためのコードを含み得、そこにおい
て、時間期間は、パケット中で示される持続時間よりも小さいかまたはそれに等しい。別
の態様では、ＢＳＳＩＤのリストは、同じアクセスポイントに関連付けられた複数のＢＳ
ＳＩＤを含み得、ＢＳＳＩＤのリストは、それへの送信が従わされるべきであるかまたは
それへの送信が従わされるべきでないＢＳＳＩＤを示し得る。別の態様では、局は第１の
アクセスポイントに関連付けられ得、ＢＳＳＩＤのリストが、第１のアクセスポイントと
コロケートされた第２のアクセスポイントに関連付けられた少なくとも１つのＢＳＳＩＤ
を含み得、ＢＳＳＩＤのリストは、パケットが少なくとも１つのＢＳＳＩＤから受信され
た場合に、送信を延期するように局に命令し得る。別の構成では、本コンピュータ可読媒
体は、局に関連付けられたアクセスポイントからインジケーションを受信するためのコー
ドを含み得る。別の態様では、インジケーションは、アクセスポイントからの関連付け応
答中で、アクセスポイントからの管理フレームから、またはアクセスポイントからのビー
コンから受信され得る。別の態様では、色情報は、それへの送信が従わされるべきである
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かまたはそれへの送信が従わされるべきでない１つまたは複数の基本サービスセットに対
応する１つまたは複数の色を含み得る。別の態様では、色情報中に含まれる色が、複数の
基本サービスセットまたは複数のアクセスポイントに関連付けられ得る。
【００１０】
　[0010]本開示の別の態様では、方法、コンピュータ可読媒体、および装置が提供される
。本装置はアクセスポイントであり得る。アクセスポイントは、アクセスポイントに関連
付けられた基本サービスセット（ＢＳＳ）中の１つまたは複数の局によって、それのパケ
ットが従わされるべきである少なくとも１つのＢＳＳを決定し得る。アクセスポイントは
、少なくとも１つのＢＳＳのインジケーションを１つまたは複数の局に送信し得る。
【００１１】
　[0011]本開示の別の態様では、ワイヤレス通信のための装置が提供される。本装置は、
アクセスポイントに関連付けられたＢＳＳ中の１つまたは複数の局によって、それのパケ
ットが従わされるべきである少なくとも１つのＢＳＳを決定するための手段を含み得る。
本装置は、少なくとも１つのＢＳＳのインジケーションを１つまたは複数の局に送信する
ための手段を含み得る。一態様では、従わされるべき少なくとも１つのＢＳＳは、従わさ
れるべき少なくとも１つのＢＳＳに関連付けられたデバイスからアクセスポイントにおい
て受信された信号の信号強度に基づいて決定される。別の態様では、従わされるべき少な
くとも１つのＢＳＳは、ＢＳＳと従わされるべき少なくとも１つのＢＳＳとの間の距離に
基づいて決定される。別の態様では、従わされるべき少なくとも１つのＢＳＳは、ＢＳＳ
と従わされるべき少なくとも１つのＢＳＳとの間のネゴシエーションを通して決定される
。別の態様では、インジケーションは、関連付け応答中で、管理フレーム中で、またはビ
ーコンフレーム中で、１つまたは複数の局に送信される。別の態様では、インジケーショ
ンは、１つまたは複数の局がそれへの送信を従うべきであるかまたはそれへの送信を従う
べきでないＢＳＳＩＤのリスト、あるいは１つまたは複数の局がそれへの送信を従うべき
であるかまたはそれへの送信を従うべきでないＢＳＳを識別する１つまたは複数の色を含
む色情報のうちの１つを含む。
【００１２】
　[0012]本開示の別の態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶するワイヤレス通信
デバイスのコンピュータ可読媒体が提供される。本コンピュータ可読媒体は、アクセスポ
イントに関連付けられ、アクセスポイントに関連付けられたＢＳＳ中の１つまたは複数の
局によって、それのパケットが従わされるべきである少なくとも１つのＢＳＳを決定する
ためのコードを含み得る。本コンピュータ可読媒体は、少なくとも１つのＢＳＳのインジ
ケーションを１つまたは複数の局に送信するためのコードを含み得る。一態様では、従わ
されるべき少なくとも１つのＢＳＳは、従わされるべき少なくとも１つのＢＳＳに関連付
けられたデバイスからアクセスポイントにおいて受信された信号の信号強度に基づいて決
定される。別の態様では、従わされるべき少なくとも１つのＢＳＳは、ＢＳＳと従わされ
るべき少なくとも１つのＢＳＳとの間の距離に基づいて決定される。別の態様では、従わ
されるべき少なくとも１つのＢＳＳは、ＢＳＳと従わされるべき少なくとも１つのＢＳＳ
との間のネゴシエーションを通して決定される。別の態様では、インジケーションは、関
連付け応答中で、管理フレーム中で、またはビーコンフレーム中で、１つまたは複数の局
に送信される。別の態様では、インジケーションは、１つまたは複数の局がそれへの送信
を、従うべきであるかまたはそれへの送信を、従うべきでないＢＳＳＩＤのリスト、ある
いは１つまたは複数の局がそれへの送信を従うべきであるかまたはそれへの送信を従うべ
きでないＢＳＳを識別する１つまたは複数の色を含む色情報のうちの１つを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本開示の態様が採用され得る、例示的なワイヤレス通信システムを示す図。
【図２】ワイヤレスネットワーク中の複数のＢＳＳのワイヤレスデバイスを示す図。
【図３】管理フレームを示す図。
【図４】受信されたパケットに従うための局の方法／プロセスのフローチャート。
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【図５】従わされるべきＢＳＳのインジケーションを送るためのアクセスポイントの方法
／プロセスのフローチャート。
【図６】図１のワイヤレス通信システムまたは図２のワイヤレスネットワーク内で採用さ
れ得るワイヤレスデバイスの例示的な機能ブロック図。
【図７】例示的なワイヤレス通信デバイスの機能ブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　[0020]添付の図面を参照しながら、新規のシステム、装置、コンピュータプログラム製
品、および方法の様々な態様が以下でより十分に説明される。ただし、本開示は、多くの
異なる形態で実施され得、本開示全体にわたって提示される任意の特定の構造または機能
に限定されるものと解釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が周到で
完全になり、本開示の範囲を当業者に十分に伝えるように与えられる。本明細書の教示に
基づいて、本開示の範囲は、本発明の他の態様とは無関係に実装されるにせよ、本発明の
他の態様と組み合わせられるにせよ、本明細書で開示される新規のシステム、装置、コン
ピュータプログラム製品、および方法のいかなる態様をもカバーするものであることを、
当業者は諒解されたい。たとえば、本明細書に記載される態様をいくつ使用しても、装置
は実装され得、または方法は実施され得る。さらに、本発明の範囲は、本明細書に記載さ
れる本発明の様々な態様に加えてまたはそれらの態様以外に、他の構造、機能、または構
造および機能を使用して実施されるそのような装置または方法をカバーするものとする。
本明細書で開示されるどの態様も請求項の１つまたは複数の要素によって実施され得るこ
とを理解されたい。
【００１５】
　[0021]本明細書では特定の態様が説明されるが、これらの態様の多くの変形および置換
は本開示の範囲内に入る。好適な態様のいくつかの利益および利点が説明されるが、本開
示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、本開示の
態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および伝送プロトコルに
広く適用可能であるものとし、それらのうちのいくつかが例として、図および好適な態様
についての以下の説明において示される。発明を実施するための形態および図面は、本開
示を限定するものではなく説明するものにすぎず、本開示の範囲は添付の特許請求の範囲
およびそれの均等物によって定義される。
【００１６】
　[0022]普及しているワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのＷＬＡＮを含み得
る。ＷＬＡＮは、広く使用されるネットワーキングプロトコルを採用して、近接デバイス
を互いに相互接続するために使用され得る。本明細書で説明される様々な態様は、ワイヤ
レスプロトコルなど、任意の通信規格に適用され得る。
【００１７】
　[0023]いくつかの態様では、ワイヤレス信号は、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）、直
接シーケンススペクトル拡散（ＤＳＳＳ）通信、ＯＦＤＭとＤＳＳＳ通信との組合せ、ま
たは他の方式を使用して、米国電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１プロトコル
に従って送信され得る。ＩＥＥＥ８０２．１１プロトコルの実装形態は、センサー、メー
タリング、およびスマートグリッドネットワークのために使用され得る。有利には、ＩＥ
ＥＥ８０２．１１プロトコルを実装するいくつかのデバイスの態様は、他のワイヤレスプ
ロトコルを実装するデバイスよりも少ない電力を消費し得、および／または比較的長い距
離、たとえば約１キロメートル以上にわたってワイヤレス信号を送信するために使用され
得る。
【００１８】
　[0024]いくつかの実装形態では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスする
コンポーネントである様々なデバイスを含む。たとえば、２つのタイプのデバイス、すな
わちアクセスポイント（ＡＰ）および（局または「ＳＴＡ」とも呼ばれる）クライアント
があり得る。概して、ＡＰはＷＬＡＮのためのハブまたは基地局として働き得、ＳＴＡは
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ＷＬＡＮのユーザとして働く。たとえば、ＳＴＡはラップトップコンピュータ、携帯情報
端末（ＰＤＡ）、モバイルフォンなどであり得る。一例では、ＳＴＡは、インターネット
または他のワイドエリアネットワークへの一般的接続性を取得するためにＷｉ－Ｆｉ（登
録商標）（たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１プロトコル）準拠ワイヤレスリンクを介して
ＡＰに接続する。いくつかの実装形態では、ＳＴＡはＡＰとして使用されることもある。
【００１９】
　[0025]局はまた、アクセス端末（ＡＴ）、加入者局、加入者ユニット、移動局、リモー
ト局、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ機器、
または何らかの他の用語を備えるか、それらのいずれかとして実装されるか、あるいはそ
れらのいずれかとして知られていることがある。いくつかの実装形態では、局は、セルラ
ー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）フォン、ワイヤレスロー
カルループ（ＷＬＬ）局、ＰＤＡ、ワイヤレス接続機能を有するハンドヘルドデバイス、
またはワイヤレスモデムに接続された何らかの他の好適な処理デバイスを備え得る。した
がって、本明細書で教示される１つまたは複数の態様は、電話（たとえば、セルラーフォ
ンまたはスマートフォン）、コンピュータ（たとえば、ラップトップ）、ポータブル通信
デバイス、ヘッドセット、ポータブルコンピューティングデバイス（たとえば、個人情報
端末）、エンターテインメントデバイス（たとえば、音楽またはビデオデバイス、あるい
は衛星ラジオ）、ゲームデバイスまたはシステム、全地球測位システムデバイス、あるい
はワイヤレス媒体を介して通信するように構成される他の好適なデバイスに組み込まれ得
る。
【００２０】
　[0026]「関連付ける」または「関連付け」という用語、あるいはそれらの任意の変形態
は、本開示のコンテキスト内で可能な最も広い意味を与えられるべきである。例として、
第１の装置が第２の装置に関連付けるとき、２つの装置が直接関連付けられ得るか、また
は中間装置が存在し得ることを理解されたい。簡潔のために、２つの装置間の関連付けを
確立するためのプロセスが、装置のうちの１つによる「関連付け要求」と、後続の、他の
装置による「関連付け応答」とを必要とする、ハンドシェイクプロトコルを使用して説明
される。ハンドシェイクプロトコルが、例として、認証を行うためのシグナリングなど、
他のシグナリングを必要とし得ることが、当業者には理解されよう。
【００２１】
　[0027]本明細書における「第１」、「第２」などの名称を使用した要素への言及は、そ
れらの要素の数量または順序を概括的に限定するものでない。むしろ、これらの名称は、
本明細書において２つまたはそれ以上の要素またはある要素の複数の事例を区別する便利
な方法として使用される。したがって、第１および第２の要素への言及は、２つの要素の
みが採用され得ること、または第１の要素が第２の要素に先行しなければならないことを
意味するものではない。さらに、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、
単一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「Ａ、Ｂ、ま
たはＣのうちの少なくとも１つ」は、Ａ、またはＢ、またはＣ、あるいはそれらの任意の
組合せ（たとえば、Ａ－Ｂ、Ａ－Ｃ、Ｂ－Ｃ、およびＡ－Ｂ－Ｃ）を包含するものとする
。
【００２２】
　[0028]上記で説明されたように、本明細書で説明されるいくつかのデバイスは、たとえ
ば、ＩＥＥＥ８０２．１１規格を実装し得る。そのようなデバイスは、ＳＴＡとして使用
されるのか、ＡＰとして使用されるのか、他のデバイスとして使用されるのかにかかわら
ず、スマートメータリングのためにまたはスマートグリッドネットワークにおいて使用さ
れ得る。そのようなデバイスは、センサー適用例を与えるか、またはホームオートメーシ
ョンにおいて使用され得る。デバイスは、代わりにまたは追加として、ヘルスケアコンテ
キストにおいて、たとえばパーソナルヘルスケアのために使用され得る。それらのデバイ
スはまた、（たとえばホットスポットとともに使用するための）拡張された範囲のインタ
ーネット接続性を可能にするために、またはマシンツーマシン通信を実装するために、モ
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ニタのために使用され得る。
【００２３】
　[0029]図１は、本開示の態様が採用され得る、例示的なワイヤレス通信システム１００
を示す。ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、たとえばＩＥＥＥ８０２．
１１規格に従って動作し得る。ワイヤレス通信システム１００は、ＳＴＡ（たとえば、Ｓ
ＴＡ１１２、１１４、１１６、および１１８）と通信するＡＰ１０４を含み得る。
【００２４】
　[0030]様々なプロセスおよび方法は、ＡＰ１０４とＳＴＡとの間の、ワイヤレス通信シ
ステム１００における送信のために使用され得る。たとえば、信号は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤ
ＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡとの間で送信および受信され得る。そうである場
合、ワイヤレス通信システム１００はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと呼ばれることがあ
る。代替的に、信号は、ＣＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡとの間で送信および
受信され得る。そうである場合、ワイヤレス通信システム１００はＣＤＭＡシステムと呼
ばれることがある。
【００２５】
　[0031]ＡＰ１０４からＳＴＡのうちの１つまたは複数への送信を可能にする通信リンク
はダウンリンク（ＤＬ）１０８と呼ばれることがあり、ＳＴＡのうちの１つまたは複数か
らＡＰ１０４への送信を可能にする通信リンクはアップリンク（ＵＬ）１１０と呼ばれる
ことがある。代替的に、ダウンリンク１０８は順方向リンクまたは順方向チャネルと呼ば
れることがあり、アップリンク１１０は逆方向リンクまたは逆方向チャネルと呼ばれるこ
とがある。いくつかの態様では、ＤＬ通信は、ユニキャストまたはマルチキャストトラフ
ィックインジケーションを含み得る。
【００２６】
　[0032]ＡＰ１０４は、いくつかの態様では、ＡＰ１０４が、著しいアナログデジタル変
換（ＡＤＣ）クリッピング雑音を引き起こすことなしに、同時に２つ以上のチャネル上で
ＵＬ通信を受信し得るように、隣接チャネル干渉（ＡＣＩ）を抑制し得る。ＡＰ１０４は
、たとえば、各チャネルについて別々の有限インパルス応答（ＦＩＲ）フィルタを有する
こと、または増大されたビット幅をもつより長いＡＤＣバックオフ期間を有することによ
って、ＡＣＩの抑制を改善し得る。
【００２７】
　[0033]ＡＰ１０４は、基地局として働き、基本サービスエリア（ＢＳＡ）１０２におい
てワイヤレス通信カバレージを与え得る。ＢＳＡ（たとえば、ＢＳＡ１０２）は、ＡＰ（
たとえば、ＡＰ１０４）のカバレージエリアである。ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４に関連付
けられ、通信のためにＡＰ１０４を使用するＳＴＡとともに、ＢＳＳと呼ばれることがあ
る。ワイヤレス通信システム１００は、中央ＡＰ（たとえば、ＡＰ１０４）を有しないこ
とがあり、むしろ、ＳＴＡ間のピアツーピアネットワークとして機能し得ることに留意さ
れたい。したがって、本明細書で説明されるＡＰ１０４の機能は、ＳＴＡのうちの１つま
たは複数によって代替的に実行され得る。
【００２８】
　[0034]ＡＰ１０４は、ダウンリンク１０８などの通信リンクを介して、ワイヤレス通信
システム１００の他のノード（ＳＴＡ）にビーコン信号（または単に「ビーコン」）を、
１つまたは複数のチャネル（たとえば、各チャネルが周波数帯域幅を含む、複数の狭帯域
チャネル）上で送信し得、ビーコン信号は、他のノード（ＳＴＡ）がそれらのタイミング
をＡＰ１０４と同期させるのを助け得るか、あるいは他の情報または機能を与え得る。そ
のようなビーコンは周期的に送信され得る。一態様では、連続送信間の期間はスーパーフ
レームと呼ばれることがある。ビーコンの送信は、いくつかのグループまたは間隔に分割
され得る。一態様では、ビーコンは、限定はしないが、共通クロックを設定するためのタ
イムスタンプ情報、ピアツーピアネットワーク識別子、デバイス識別子、能力情報、スー
パーフレーム持続時間、送信方向情報、受信方向情報、ネイバーリスト、および／または
拡張ネイバーリストなどの情報を含み得、それらのうちのいくつかが以下でさらに詳細に
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説明される。したがって、ビーコンは、いくつかのデバイスの間で共通である（たとえば
、共有される）とともに所与のデバイスに固有である、情報を含み得る。
【００２９】
　[0035]いくつかの態様では、ＳＴＡ（たとえば、ＳＴＡ１１４）は、ＡＰ１０４に通信
を送るために、および／またはＡＰ１０４から通信を受信するために、ＡＰ１０４に関連
付けることを必要とされ得る。一態様では、関連付けるための情報が、ＡＰ１０４によっ
てブロードキャストされるビーコン中に含まれる。そのようなビーコンを受信するために
、ＳＴＡ１１４は、たとえば、カバレージ領域にわたって広カバレージ探索を実行し得る
。また、探索は、ＳＴＡ１１４によって、たとえば、灯台方式でカバレージ領域を掃引す
ることによって実行され得る。関連付けるための情報を受信した後に、ＳＴＡ１１４は、
関連付けプローブまたは要求などの基準信号をＡＰ１０４に送信し得る。いくつかの態様
では、ＡＰ１０４は、たとえば、インターネットまたは公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）など
のより大きいネットワークと通信するために、バックホールサービスを使用し得る。
【００３０】
　[0036]一態様では、ＡＰ１０４は、様々な機能を実行するための１つまたは複数のコン
ポーネントを含み得る。たとえば、ＡＰ１０４はチャネル再利用コンポーネント１２４を
含み得る。いくつかの構成では、チャネル再利用コンポーネント１２４は、アクセスポイ
ントに関連付けられたＢＳＳ中の１つまたは複数の局によって、それのパケットが従わさ
れるべきである少なくとも１つのＢＳＳを決定するように構成され得る。チャネル再利用
コンポーネント１２４は、少なくとも１つのＢＳＳのインジケーションを１つまたは複数
の局に送信し得る。
【００３１】
　[0037]別の態様では、ＳＴＡ１１４は、様々な機能を実行するための１つまたは複数の
コンポーネントを含み得る。たとえば、ＳＴＡ１１４はチャネル再利用コンポーネント１
２６を含み得る。いくつかの構成では、チャネル再利用コンポーネント１２６は、チャネ
ル上で、ワイヤレスデバイスからパケットを受信するように構成され得る。ＳＴＡ１１４
は、受信されたパケットに関連付けられたＢＳＳＩＤまたは色を決定し得る。ＳＴＡ１１
４は、パケットに関連付けられた決定されたＢＳＳＩＤまたは決定された色、およびイン
ジケーションに基づいて、チャネル上での送信を延期すべきかどうかを決定し得る。イン
ジケーションは、ＢＳＳＩＤのリストまたは色情報を含み得る。
【００３２】
　[0038]図２は、ワイヤレスネットワーク（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉネットワーク）中の複
数のＢＳＳのワイヤレスデバイスを示す図２００である。ＡＰ　Ａ２１０が、第１の送信
範囲２１２を有し、ＢＳＳ　Ａ２１１とＢＳＳ　Ｄ２４１とを管理し得る。ＢＳＳ　Ａ２
１１は、局の中でも、ＳＴＡ　Ａ２１５を含む。ＢＳＳ　Ｄ２４１は、局の中でも、ＳＴ
Ａ　Ｄ２４５を含む。さらに、ＡＰ　Ｂ２２０は、第２の送信範囲２２２を有し、ＢＳＳ
　Ｂ２２１を管理する。ＢＳＳ　Ｂ２２１は、局の中でも、ＳＴＡ　Ｂ２２５を含む。Ａ
Ｐ　Ｃ２３０は、第３の送信範囲２３２を有し、ＢＳＳ　Ｃ２３１を管理する。ＡＰ　Ｅ
２５０は、ＡＰ　Ａ２１０とコロケートされ得、ＢＳＳ　Ｅ２５１を管理し得る。ＢＳＳ
　Ａ～Ｅ２１１、２２１、２３１、２４１、２５１は、同じ周波数チャネル２０６を利用
し得る。さらに、ＢＳＳ　Ｂ～Ｅ２２１、２３１、２４１、２５１は、ＢＳＳ　Ａ２１１
と重複し、ＢＳＳ　Ａ２１１のＯＢＳＳと見なされる。
【００３３】
　[0039]この例では、ＳＴＡ　Ａ２１５は、ＢＳＳ　Ａ２１１に属し、第１の送信範囲２
１２、第２の送信範囲２２２、および第３の送信範囲２３２内にある。ＢＳＳ　Ａ２１１
に属するパケットを受信することに加えて、ＳＴＡ　Ａ２１５は、ＢＳＳ　Ｂ～Ｅ２２１
、２３１、２４１、２５１のアクセスポイントおよび局から送信された、それらのＢＳＳ
に属するパケットをも受信し得る。
【００３４】
　[0040]周波数チャネル２０６の再利用を増加させるために、いくつかの状況では、ＳＴ
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Ａ　Ａ２１５などのデバイスが、ＯＢＳＳからのものであるパケットをドロップすること
が有利であり得る。いくつかの構成では、パケットを受信すると、ＳＴＡ　Ａ２１５は、
受信されたパケットのＢＳＳＩＤを決定し得る。パケットのＢＳＳＩＤが、ＳＴＡ　Ａ２
１５が属するＢＳＳ（たとえば、ＢＳＳ　Ａ２１１）のＢＳＳＩＤに一致しない場合、Ｓ
ＴＡ　Ａ２１５はパケットをドロップし得る。言い換えれば、ＳＴＡ　Ａ２１５は、パケ
ットを無視し得、パケットのネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ：network allocation
 vector）を尊重しないことがある。詳細には、ＳＴＡ　Ａ２１５は、場合によっては送
信が許容される場合、パケットのＮＡＶ中に、周波数チャネル２０６上で別のパケットを
送信することを選定し得る。
【００３５】
　[0041]いくつかの構成では、パケットを受信すると、ＳＴＡ　Ａ２１５はパケットの色
を決定し得る。パケットの色が、ＳＴＡ　Ａ２１５が属するＢＳＳ（すなわち、ＢＳＳ　
Ａ２１１）の色に一致しない場合、ＳＴＡ　Ａ２１５はパケットをドロップし得る。一態
様では、色は、ＢＢＳＩＤとは異なる、基本サービスセットまたは基本サービスセットに
関連付けられたアクセスポイントを識別する、識別子であり得る。色は、たとえば、６ビ
ット識別子であり得る。
【００３６】
　[0042]上記で説明された構成では、ＳＴＡ　Ａ２１５が、ＳＴＡ　Ｄ２４５とＡＰ　Ａ
２１０との間で通信され、ＢＳＳ　Ｄ２４１に属するパケットを受信したとき、ＳＴＡ　
Ａ２１５は、受信されたパケットをドロップし得る。ＳＴＡ　Ａ２１５は、ＢＳＳ　Ｄ２
４１がＢＳＳ　Ａ２１１の同じＡＰ（たとえば、ＡＰ　Ａ２１０）に関連付けられても、
パケットのＢＳＳＩＤまたは色が、ＳＴＡ　Ａ２１５が属するＢＳＳ　Ａ２１１のＢＳＳ
ＩＤまたは色に一致しないことがあるので、受信されたパケットをドロップし得る。これ
は、いくつかの状況では、ＢＳＳ　Ｄ２４１に属するパケットが、ＢＳＳ　Ａ２１１に属
するパケットへの強い干渉を引き起こし得るので、望ましくないことがある。さらに、Ｂ
ＳＳ　Ｅ２５１からのパケットもＳＴＡ　Ａ２１５によってドロップされ得、これは、い
くつかの状況では、ＢＳＳ　Ｅ２５１に属するパケットも、ＢＳＳ　Ａ２１１に属するパ
ケットへの強い干渉を引き起こし得るので、望ましくないことがある。
【００３７】
　[0043]いくつかの構成では、チャネル再利用の実装を改善するために、ＡＰ　Ａ２１０
は、ＢＳＳ　Ａ２１１の局がそれのパケットに従うように要求される１つまたは複数のＯ
ＢＳＳのインジケーションを送り得る。たとえば、インジケーションは、ＢＳＳ　Ａ２１
１のためにＡＰ　Ａ２１０によって送信された管理フレーム中に含まれ得る。
【００３８】
　[0044]図３は、管理フレームを示す図３００である。管理フレーム３１０は、媒体アク
セス制御（ＭＡＣ）ヘッダ３１２と、フレーム本体３１６と、フレーム検査シーケンス（
ＦＣＳ）フィールド３１８とを含む。一態様では、インジケーションは、フレーム本体３
１６の既存の情報要素（ＩＥ）中に含まれ得る。別の態様では、フレーム本体３１６は、
インジケーションを搬送するために使用されるＢＳＳインジケーションＩＥ３２２（また
はマルチＢＳＳ識別子ＩＥ）を含み得る。別の態様では、ＭＡＣヘッダ３１２はインジケ
ーションを含み得る。別の態様では、インジケーションは、ＭＡＣヘッダ３１２とは別個
である物理ヘッダ中に（たとえば、フレームのプリアンブル中のＰＨＹヘッダ３４０の色
フィールド中に）含まれ得る。以下でより詳細に説明されるように、インジケーションは
、１つまたは複数の色３３２および／または１つまたは複数のＢＳＳＩＤ３３４を含み得
る。色３３２は、デバイスがそれへの通信を延期することが予想される色、および／また
はデバイスがそれへの通信を延期することが予想されない色に対応し得る。ＢＳＳＩＤ３
３４は、デバイスがそれへの通信を延期することが予想されるＢＳＳＩＤ、および／また
はデバイスがそれへの通信を延期することが予想されないＢＳＳＩＤに対応し得る。
【００３９】
　[0045]１つの技法では、管理フレーム３１０は関連付け応答フレームであり得る。ＢＳ
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Ｓ　Ａ２１１に加入するより前に、ＳＴＡ　Ａ２１５は、ＢＳＳ　Ａ２１１に関連付けら
れることを要求するために、関連付け要求をＡＰ　Ａ２１０に送り得る。ＳＴＡ　Ａ２１
５の関連付け要求を受け付けることを決定すると、ＡＰ　Ａ２１０は関連付け応答フレー
ムをＳＴＡ　Ａ２１５に送る。一態様では、関連付け応答フレームのフレーム本体３１６
は、それのパケットが従わされなければならないＢＳＳＩＤ、またはＳＴＡ　Ａ２１５が
それのパケットに従う必要がない。ＢＳＳＩＤのインジケーションを含み得る別の態様で
は、インジケーションは、フレーム本体３１６の代わりに、ＭＡＣヘッダ３１２または物
理ヘッダ中にあり得る。
【００４０】
　[0046]別の技法では、管理フレーム３１０はビーコンフレームであり得る。この例では
、ＡＰ　Ａ２１０は、ＢＳＳ　Ａ２１１のためにＡＰ　Ａ２１０によって送られる各ビー
コンフレーム中にインジケーションを含め得る。代替的に、ＡＰ　Ａ２１０は、ＢＳＳ　
Ａ２１１のためにＡＰ　Ａ２１０によって送られるすべてのビーコンフレームのうちのビ
ーコンフレームの選択されたサブセット中にインジケーションを含め得る。たとえば、Ａ
Ｐ　Ａ２１０は、Ｎ個のビーコンフレームごとに１つのビーコンフレーム中にインジケー
ションを含め、Ｎは１よりも大きい整数であり得る。
【００４１】
　[0047]アクセスポイントは、様々なファクタに基づいて、特定のＢＳＳおよび／または
ＯＢＳＳのパケットが、アクセスポイントに関連付けられたＢＳＳの１つまたは複数の局
によって従わされるべきであるかどうか、たとえば、特定のＢＳＳおよび／またはＯＢＳ
Ｓが、１つまたは複数の局によって従わされるべきであるかどうかを決定し得る。したが
って、特定のＢＳＳのパケットを受信すると、１つまたは複数の局は、アクセスポイント
によって示されるように、パケットに従うかまたはそれをドロップし得る。一態様では、
アクセスポイントは、アクセスポイントが２つ以上のＢＳＳＩＤを有する場合、たとえば
、アクセスポイントに関連付けられたすべての知られているＢＳＳＩＤのリストを局に与
えることによって、従わされるべきＢＳＳを示し得る。リストは、関連付け応答、ビーコ
ン、または別のメッセージタイプ中で送信され得る。別の態様では、リストはまた、近く
のおよび／またはコロケートされたアクセスポイントからのパケットの上で局が送信する
ことが望ましくないことがあるので（たとえば、あまりに多くの干渉）、局がそれに従う
べきである近くのおよび／またはコロケートされたアクセスポイントに関連付けられたＢ
ＳＳＩＤを含み得る。別の態様では、インジケーションが色情報（たとえば、６ビット識
別子）である場合、アクセスポイントは、同じアクセスポイントに関連付けられたすべて
のＢＳＳＩＤについて同じ色を使用することを決定し得る。同じアクセスポイントについ
ての異なるＢＳＳＩＤが異なる色を有する場合、アクセスポイントに関連付けられた局は
、他の色に従うことを知らないことがある。
【００４２】
　[0048]一態様では、受信局の同じＢＳＳからのパケットは、受信局によって常に観測さ
れ得る。同じＢＳＳからの受信されたパケットを観測することは、パケットが受信局にア
ドレス指定されるかどうかを決定するために、受信局がパケットをさらに処理することを
意味する。パケットが受信局にアドレス指定される場合、局は、パケットを受信局におけ
る上位レイヤ（たとえば、インターネットプロトコル（ＩＰ）レイヤおよび／またはアプ
リケーションレイヤ）に送り得る。パケットが受信局にアドレス指定されない場合、受信
局は、（たとえば、ＮＡＶを通して）パケットとの関係においてチャネル上で予約された
期間を尊重し（またはその期間の間送信を控え）得る。パケットがＯＢＳＳに属する場合
、受信局は、（たとえば、ＮＡＶを通して）パケットに関連付けられたチャネル上で予約
された期間を尊重すべきかどうかを決定し得る。特定のＢＳＳのパケット、特定のＢＳＳ
からのパケット、または特定のＢＳＳに属するパケットは、パケットが特定のＢＳＳのデ
バイスによって観測されることを意図されることを意味する。たとえば、パケットは、特
定のＢＳＳのＢＳＳＩＤを含み得る。
【００４３】
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　[0049]以下で説明される例は、一例として、ＡＰ　Ａ２１０を使用し得る。とはいえ、
説明される技法は、他のアクセスポイントおよび／または局に同様に適用され得る。再び
図２を参照すると、いくつかの構成では、ＡＰ　Ａ２１０は、同じＡＰ　Ａ２１０に同じ
く関連付けられたＯＢＳＳ（たとえば、ＢＳＳ　Ｄ２４１）が従わされるべきであると決
定し得る。さらに、ＡＰ　Ａ２１０は、ＡＰ　Ａ２１０とコロケートされた別のアクセス
ポイントに関連付けられたＯＢＳＳ（たとえば、ＢＳＳ　Ｅ２５１）が従わされるべきで
あると決定し得る。したがって、この例では、ＡＰ　Ａ２１０は、ＢＳＳ　Ｄ２４１およ
びＢＳＳ　Ｅ２５１からのパケットが、ＢＳＳ　Ａ２１１のパケットの受信への干渉を引
き起こし得るので、ＢＳＳ　Ａ２１１、ＢＳＳ　Ｄ２４１、およびＢＳＳ　Ｅ２５１が従
わされるべきであると決定し得る。
【００４４】
　[0050]いくつかの構成では、ＡＰ　Ａ２１０は、ＯＢＳＳからＡＰ　Ａ２１０において
受信された信号の信号強度に基づいて、ＯＢＳＳが従わされるべきであるかどうかを決定
する。たとえば、ＡＰ　Ａ２１０は、ネイバリングＡＰからのビーコンフレーム（たとえ
ば、ＡＰ　Ｂ２２０、ＡＰ　Ｃ２３０、およびＡＰ　Ｅ２５０からのビーコンフレーム）
を受信すると、ビーコンフレームの信号強度を決定し得る。特定のビーコンフレームの信
号強度がしきい値を上回る場合、ＡＰ　Ａ２１０は、特定のビーコンフレームのＯＢＳＳ
が従わされるべきであると決定し得、他の場合、ＡＰ２１０は、延期がＯＢＳＳのために
必要とされないと決定し得る。信号強度は、受信信号強度インジケーション（ＲＳＳＩ：
received signal strength indication）に基づいて決定され得る。
【００４５】
　[0051]いくつかの構成では、ＡＰ　Ａ２１０は、様々な技法を通してネイバリングアク
セスポイントを発見し得る。たとえば、ＡＰ　Ａ２１０は、周波数チャネル２０６上でネ
イバー報告要求フレームを送り、次いで、周囲の局からネイバー報告応答フレームを受信
し得る。ネイバー報告応答フレームは、ＡＰ　Ｂ、Ｃ、およびＥ２２０、２３０、２５０
の情報を含み得る。
【００４６】
　[0052]一態様では、ＡＰ　Ａ２１０は、ＢＳＳ　Ａ２１１と特定のＢＳＳとの間の距離
に基づいて、ＡＰ　Ａ２１０、ＡＰ　Ｂ２２０、ＡＰ　Ｃ２３０、またはＡＰ　Ｅ２５０
に関連付けられた特定のＢＳＳに従うべきかどうかをさらに決定し得る。たとえば、距離
は、ＢＳＳ　Ａ２１１と特定のＢＳＳとの間のＢＳＳ距離であり得る。ＢＳＳ距離は、Ａ
Ｐ間距離の関数であり得る。一例としてＢＳＳ　Ｂ２２１を使用すると、ＢＳＳ距離は、
ＡＰ　Ａ２１０とＡＰ　Ｂ２２０との間の距離の関数である。詳細には、ネイバリングア
クセスポイントが遠くに離れているほど、ＢＳＳ距離は大きくなる。追加または代替とし
て、ＢＳＳ距離は、特定のＢＳＳのアクセスポイントから特定のＢＳＳの局までの距離の
関数であり得る。一例としてＢＳＳ　Ｂ２２１を使用すると、ＢＳＳ距離は、ＡＰ　Ｂ２
２０とＳＴＡ　Ｂ２２５との間の距離、ならびにＡＰ　Ａ２１０とＳＴＡ　Ａ２１５との
間の距離の関数である。詳細には、局がそれらのそれぞれのアクセスポイントに近いほど
、ＢＳＳ距離は大きくなる。追加または代替として、ＢＳＳ距離は、ＡＰ　Ａ２１０から
特定のＢＳＳの局までの距離の関数であり得る。一例としてＢＳＳ　Ｂ２２１を使用する
と、ＢＳＳ距離は、ＡＰ　Ａ２１０とＳＴＡ　Ｂ２２５との間の距離の関数である。詳細
には、特定のＢＳＳの局がＡＰ　Ａ２１０に近いほど、ＢＳＳ距離は小さくなる。
【００４７】
　[0053]別の態様では、ＡＰ　Ａ２１０は、特定のＯＢＳＳのＢＳＳ距離が距離しきい値
よりも大きいのか小さいのかに基づいて、特定のＯＢＳＳに従うことを決定し得る。たと
えば、ＡＰ　Ａ２１０は、ＢＳＳ　Ｂ２２１のＢＳＳ距離が距離しきい値よりも大きく、
したがって、ＢＳＳ　Ｂ２２１からのパケットがＢＳＳ　Ａ２１１の１つまたは複数の局
によって従わされる必要がないと決定し得る。ＢＳＳ　Ｂ２２１のパケットに従わないと
いう決定は、さらに、追加の基準を条件とし得ることに留意されたい。ＡＰ　Ａ２１０は
、ＢＳＳ　Ｃ２３１およびＢＳＳ　Ｅ２５１のＢＳＳ距離がしきい値よりも小さく、した
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がって、ＢＳＳ　Ｃ２３１およびＢＳＳ　Ｅ２５１からのパケットがＢＳＳ　Ａ２１１の
１つまたは複数の局によって従わされるべきであると決定し得る。
【００４８】
　[0054]別の態様では、ＡＰ　Ａ２１０は、ネイバーアクセスポイントに関連付けられた
ＯＢＳＳに従うべきかどうかを決定するために、ネイバーアクセスポイント（すなわち、
ＡＰ　Ａ２１０、ＡＰ　Ｂ２２０、ＡＰ　Ｃ２３０、またはＡＰ　Ｅ２５０）とネゴシエ
ートし得る。たとえば、ネゴシエーションを通して、ＡＰ　Ａ２１０は、それが特定のＯ
ＢＳＳのアクセスポイントおよび局に引き起こす干渉を推定し得る。干渉レベルに基づい
て、ＡＰ　Ａ２１０は、特定のＯＢＳＳに従うべきかどうかを決定し得る。
【００４９】
　[0055]いくつかの構成では、ＡＰ　Ａ２１０は、従わされるべきであるＢＳＳおよび／
またはＯＢＳＳのリストでネットワーク事業者によって構成され得る。たとえば、リスト
は、ＢＳＳ　Ａ２１１、ＢＳＳ　Ｃ２３１、ＢＳＳ　Ｄ２４１、およびＢＳＳ　Ｅ２５１
に関連付けられたＢＳＳＩＤを含み得、ＢＳＳ　Ｂ２２１に関連付けられたＢＳＳＩＤを
含まないことがある。
【００５０】
　[0056]ＡＰ　Ａ２１０がＢＳＳ　Ａ２１１の１つまたは複数の局によって従わされるべ
きであるＢＳＳＩＤを決定するかまたはそれで構成されると、ＡＰ　Ａ２１０は、上記で
説明されたように（たとえば、管理フレームを通して）従わされるべきＢＳＳＩＤのイン
ジケーションを送り得る。
【００５１】
　[0057]一態様では、インジケーションは、従わされるべきＢＳＳおよびＯＢＳＳのＢＳ
ＳＩＤを含み得る。ＢＳＳＩＤは、前に説明されたように管理フレーム中に含まれ得る。
その後、ＳＴＡ　Ａ２１５がパケットを受信したとき、ＳＴＡ　Ａ２１５は、パケットの
ＢＳＳＩＤを抽出し（たとえば、ＢＳＳＩＤは、パケットの受信アドレスフィールドまた
は送信アドレスフィールド中に含まれ得る）、抽出されたＢＳＳＩＤが、ＢＳＳ　Ａ２１
１のＢＳＳＩＤに一致するのか、ＡＰ　Ａ２１０から受信されたリスト中に含まれるＢＳ
ＳＩＤのうちの１つに一致するのかを決定する。抽出されたＢＳＳＩＤが（ＢＳＳ　Ａ２
１１のＢＳＳＩＤを含み得る）リスト中に含まれるＢＳＳＩＤのうちの１つに一致する場
合、ＳＴＡ　Ａ２１５はパケットを観測する。ＳＴＡ　Ａ２１５は、パケットに基づいて
ＮＡＶを設定することによってパケットを観測する。他の場合、ＳＴＡ　Ａ２１５は、パ
ケットをドロップする（たとえば、パケットを無視し、パケットに基づいてＮＡＶを設定
しない）ことを選定し得る。
【００５２】
　[0058]別の態様では、インジケーションは、従わされるべきＢＳＳの色であり得る。従
わされるべきすべてのＢＳＳの色は、前に説明されたように管理フレーム中に含まれ得る
。一例では、色は、ＢＳＳ　Ａ２１１に関連付けられた色情報と、ＢＳＳ　Ｄ２４１およ
びＢＳＳ　Ｅ２５１に関連付けられた色情報とを含み得る。一態様では、ＡＰ　Ａ２１１
は、ＢＳＳ　Ａ２１１およびＢＳＳ　Ｄ２４１に対応する２つのＢＳＳＩＤに関連付けら
れ得、ＡＰ　Ａ２１１は、ＢＳＳ　Ａ２１１のためにおよびＢＳＳ　Ｄ２４１のために同
じ色を割り当て得る。その後、ＳＴＡ　Ａ２１５がパケットを受信したとき、ＳＴＡ　Ａ
２１５はパケットの色を決定し、パケットの色が、従わされるべきＢＳＳの色に一致する
かどうかを決定する。パケットの色がそれらの色のうちの１つに一致するとき、ＳＴＡ　
Ａ２１５はパケットを観測する。他の場合、ＳＴＡ　Ａ２１５は、パケットをドロップす
ることを選定し得る。
【００５３】
　[0059]一態様では、パケットは、色情報またはＢＳＳＩＤがパケットとともに含まれる
かどうかを示すフラグを含み得る。この態様では、ＳＴＡ　Ａ２１５は、パケット中の色
情報またはＢＳＳＩＤを探すべきかどうかを決定し得る。代替的に、ＳＴＡ　Ａ２１５は
、色情報および／またはＢＳＳＩＤを探すように事前構成され得る。
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【００５４】
　[0060]別の態様では、ＡＰ　Ａ２１０は、ＢＳＳ　Ａ２１１の色を、従わされるべき特
定のＯＢＳＳ（たとえば、ＢＳＳ　Ｅ２５１）の同じ色として割り当て得る。この態様で
は、ＡＰ　Ａ２１０は、局がＢＳＳ　Ａ２１１の色のパケットを観測するように構成され
るので、ＢＳＳ　Ａ２１１の１つまたは複数の局にインジケーションを送らないことを選
定し得る。したがって、ＢＳＳ　Ａ２１１の局は、ＢＳＳ　Ａ２１１および同じ色を有す
る特定のＯＢＳＳからのパケットを観測し得る。さらに、ＡＰ　Ａ２１０は、ＢＳＳ　Ａ
２１１および従わされるべきＯＢＳＳに同じ色を割り当てるために、従わされるべきＯＢ
ＳＳのアクセスポイントとさらにネゴシエートし得る。同様に、ＡＰ　Ａ２１０は、局が
ＢＳＳ　Ａ２１１の色を有するパケットを観測するように構成されるので、インジケーシ
ョンをＢＳＳ　Ａ２１１の１つまたは複数の局に送らないことを選定し得る。したがって
、ＢＳＳ　Ａ２１１の局は、ＢＳＳ　Ａ２１１および従わされるべきＯＢＳＳからのパケ
ットを観測し得る。
【００５５】
　[0061]上記の例は、ＡＰが、関連付けられた局がどのＢＳＳに従うべきであるかを決定
することについて説明した。説明される技法、方法、およびプロトコルはＳＴＡにも適用
可能であるので、いくつかの事例では、ＳＴＡも、ＡＰからのインジケーションを受信す
ることなしに、どのＢＳＳに従うべきかを自律的に決定し得る。ＳＴＡは、本明細書で説
明される技法に基づいて、どのＢＳＳに従うべきかを決定し得る。そのような事例では、
ＳＴＡは、どのＯＢＳＳに従うべきかをＡＰに示し得る。
【００５６】
　[0062]さらに、上述の実施形態は、管理フレーム中で与えられるインジケーションにつ
いて説明するが、他の好適なフレームも、既存のＩＥまたはＢＳＳインジケーションＩＥ
３２２内にインジケーションを含めることによって、延期のためのＢＳＳを示すために使
用され得る。さらに、再利用を増加させるためにＢＳＳＩＤを使用することに関して説明
される方法および技法は、色情報にも適用可能であり、その逆も同様である。
【００５７】
　[0063]図４は、受信されたパケットに従うための局の方法／プロセスのフローチャート
４００である。方法は、局（たとえば、ＳＴＡ　Ａ、Ｂ、およびＤ２１５、２２５、２４
５、ワイヤレスデバイス６０２、またはワイヤレス通信デバイス７００）によって実行さ
れ得る。動作４１０において、局は、ＢＳＳのアクセスポイントから、従わされるべきＢ
ＳＳのインジケーションを受信する。局はＢＳＳに関連付けられ得る。いくつかの構成で
は、動作４１０内で、局は、動作４１３において、管理フレームを受信する。インジケー
ションは管理フレーム中に含まれ得る。たとえば、図２を参照すると、局はＳＴＡ　Ａ２
１５であり得る。ＳＴＡ　Ａ２１５は、ＡＰ　Ａ２１０から、ＢＳＳインジケーションＩ
Ｅ３２２をもつ管理フレームを受信し得る。ＢＳＳインジケーションＩＥ３２２は、ＢＳ
Ｓ　Ａ、２１１、ＢＳＳ　Ｃ２３１、ＢＳＳ　Ｄ２４１、およびＢＳＳ　Ｅ２５１に従う
ようにＳＴＡ　Ａ２１５に命令するインジケーションを含み得る。
【００５８】
　[0064]いくつかの構成では、動作４１０内で、局は、動作４１６において、ＢＳＳ中の
アクセスポイントに関連付けられるより前に、関連付け要求をアクセスポイントに送る。
動作４１９において、局は、アクセスポイントから関連付け応答を受信する。インジケー
ションは関連付け応答中に含まれ得る。たとえば、図２を参照すると、ＳＴＡ　Ａ２１５
は、ＢＳＳ　Ａ２１１中のＡＰ　Ａ２１０に関連付けられるようになる前に、関連付け要
求をＡＰ　Ａ２１０に送り得る。関連付け要求に応答して、ＳＴＡ　Ａ２１５はＡＰ２１
０から関連付け応答を受信し得、関連付け応答は、どのＢＳＳに従うべきかのインジケー
ションを含み得る。インジケーションは、ＢＳＳＩＤまたは色情報であり得る。
【００５９】
　[0065]動作４１０の後に、局は、動作４１２において、チャネル上で、ＳＴＡ　Ａ２１
５のＢＳＳに属さないパケットを受信する。たとえば、図２を参照すると、ＳＴＡ　Ａ２
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１５は、周波数チャネル２０６上で、ＢＳＳ　Ａ２１１に属さないパケットを受信し得る
。
【００６０】
　[0066]動作４２０において、局は、パケットが、従わされるべきＢＳＳ（たとえば、Ｏ
ＢＳＳ）に属するかどうかを決定する。たとえば、図２を参照すると、ＳＴＡ　Ａ２１５
は、パケットが、ＢＳＳ　Ｃ、２３１、ＢＳＳ　Ｄ２４１、およびＢＳＳ　Ｅ２５１を含
み得る、従わされるべきＯＢＳＳに属するかどうかを決定し得る。別の態様では、インジ
ケーションは、局がそれについて従うべきでない１つまたは複数のＢＳＳを示し得る。い
くつかの構成では、のインジケーションは、従わされるべきＯＢＳＳの色である。パケッ
トが、従わされるべきＯＢＳＳに属するかどうかを決定するために、局は、動作４２３に
おいて、パケットの色を決定する。動作４２６において、局は、パケットの色が、従わさ
れるべきＯＢＳＳの色に一致するかどうかを決定する。たとえば、ＳＴＡ　Ａ２１５は、
パケットがパケットの色に基づいて従わされるべきＯＢＳＳに属するかどうかと、パケッ
トの色がＢＳＳ　Ｃ、２３１、ＢＳＳ　Ｄ２４１、またはＢＳＳ　Ｅ２５１の色に一致す
るかどうかとを決定し得る。色が一致する場合、ＳＴＡ　Ａ２１５は送信を延期し得、他
の場合、ＳＴＡ　Ａ２１５は送信を延期しないことがある。
【００６１】
　[0067]いくつかの構成では、のインジケーションは、従わされるべきＯＢＳＳのＢＳＳ
ＩＤである。パケットが、従わされるべきＯＢＳＳに属するかどうかを決定するために、
局は、動作４３３において、パケットのＢＳＳＩＤを決定する。動作４３６において、局
は、パケットのＢＳＳＩＤが、従わされるべきＯＢＳＳのＢＳＳＩＤに一致するかどうか
を決定する。たとえば、ＳＴＡ　Ａ２１５は、パケット中で示されるＢＳＳＩＤと、パケ
ットのＢＳＳＩＤがＢＳＳ　Ｃ、２３１、ＢＳＳ　Ｄ２４１、またはＢＳＳ　Ｅ２５１の
ＢＳＳＩＤに一致するかどうかとに基づいて、パケットが、従わされるべきＯＢＳＳに属
するかどうかを決定し得る。ＢＳＳＩＤが一致する場合、ＳＴＡ　Ａ２１５は送信を延期
し得、他の場合、ＳＴＡ　Ａ２１５は送信を延期しないことがある。
【００６２】
　[0068]パケットが、従わされるべきＯＢＳＳに属するという決定に応答して、局は、動
作４４６において、パケットに従う。いくつかの構成では、パケットが、従わされるべき
ＯＢＳＳに属さないという決定に応答して、局は、動作４４３において、パケットをドロ
ップする。局がパケットに従うとき、局は、パケット中で示される持続時間の間、送信し
ないことがある。持続時間は、パケットの長さであり得るか、またはパケットの長さより
も大きくなり得る。局がパケットに従わないとき、次いで、局は、持続時間全体の間送信
し得るか、または持続時間の一部分の間送信しないことがある。パケットをドロップする
ことの態様は、延期機能のサブセットであり得る。局がパケットをドロップするとき、パ
ケットがまったく受信されないかのようであり、したがって、局は、パケット中で示され
る持続時間全体の間送信し得る。一例では、図２を参照すると、パケットがＢＳＳ　Ｃ、
２３１、ＢＳＳ　Ｄ２４１、またはＢＳＳ　Ｅ２５１に属するとＳＴＡ　Ａ２１５が決定
した場合、ＳＴＡ　Ａ２１５は、パケットに従い、パケットに基づいて設定されたＮＡＶ
に基づく持続時間の間送信しない。そうではなく、パケットがＢＳＳ　Ｃ、２３１、ＢＳ
Ｓ　Ｄ２４１、またはＢＳＳ　Ｅ２５１のうちの少なくとも１つに属さない場合、ＳＴＡ
　Ａ２１５は、パケットをドロップし、送信し得る。
【００６３】
　[0069]いくつかの構成では、ＢＳＳと従わされるべきＯＢＳＳとは、両方とも同じアク
セスポイントに関連付けられる。いくつかの構成では、従わされるべきＯＢＳＳは、アク
セスポイントとコロケートされた別のアクセスポイントに関連付けられる。いくつかの構
成では、従わされるべきＯＢＳＳは、アクセスポイントとコロケートされない別のアクセ
スポイントに関連付けられる。
【００６４】
　[0070]いくつかの構成では、パケットに従うために、動作４４９において、局は、パケ
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ットが、従わされるべきＯＢＳＳに属するとき、パケットのためにチャネル上で予約され
た期間を尊重する。たとえば、図２を参照すると、ＳＴＡ　Ａ２１５は、パケットがＢＳ
Ｓ　Ｃ、２３１、ＢＳＳ　Ｄ２４１、またはＢＳＳ　Ｅ２５１のうちの少なくとも１つに
属するとき、パケットのために周波数チャネル２０６上で予約された期間の間送信するこ
とを控えることによって、期間を尊重する。
【００６５】
　[0071]図５は、従わされるべきＯＢＳＳのインジケーションを送るためのアクセスポイ
ントの方法／プロセスのフローチャート５００である。方法は、アクセスポイント（たと
えば、ＡＰ　Ａ２１０、ＡＰ　Ｂ２２０、ＡＰ　Ｃ２３０、およびＡＰ　Ｅ２５０、ワイ
ヤレスデバイス６０２、またはワイヤレス通信デバイス７００）によって実行され得る。
動作５１３において、アクセスポイントは、アクセスポイントに関連付けられた１つまた
は複数の局によって、それのデータパケットが従わされるべきであるＢＳＳを決定する。
たとえば、図２を参照すると、アクセスポイントはＡＰ　Ａ２１０であり得る。ＡＰ　Ａ
２１０は、ＢＳＳ　Ａ２１１中の１つまたは複数の局（たとえば、ＳＴＡ　Ａ２１５）に
よって、それのデータパケットが異なられるべきであるＢＳＳを決定し得る。いくつかの
構成では、動作５１３内で、ＯＢＳＳは、ＢＳＳのデバイスからアクセスポイントにおい
て受信された信号の信号強度に基づいて決定される。たとえば、図２を参照すると、ＡＰ
　Ａ２１０は、ＢＳＳ　Ｂ２１１中のＡＰ　Ｂ２２０から受信された信号のＲＳＳＩを決
定し得る。ＲＳＳＩはしきい値を下回り得、したがって、ＡＰ　Ａ２１０は、ＢＳＳ　Ｂ
２２１が、ＳＴＡ　Ａ２１５がそれに従う必要があるＢＳＳのうちの１つではないと決定
し得る。ＡＰ　Ａ２１０はまた、ＡＰ　Ｃ２３０から受信された信号のＲＳＳＩがしきい
値を上回ると決定し得る。したがって、ＡＰ　Ａ２１０は、ＳＴＡ　Ａ２１５がＢＳＳ　
Ｃ２３１からの送信に従うべきであると決定し得る。いくつかの構成では、動作５１３内
で、ＢＳＳは、ＢＳＳとＢＳＳとの間の距離に基づいて決定される。たとえば、ＢＳＳ　
Ａ２１１とＢＳＳ　Ｂ２２１との間の距離がしきい値よりも大きい場合、ＡＰ　Ａ２１０
は、その距離による限られた干渉により、ＢＳＳ　Ｂ２２１からの送信への延期が必要で
ないと決定し得る。対照的に、ＢＳＳ　Ａ２１１とＢＢＳ　Ｃ２３１との間の距離はしき
い値を下回り得、したがって、ＡＰ　Ａ２１０は、それのＳＴＡがＢＳＳ　Ｃ２３１から
受信されたパケットに従うべきであると決定し得る。いくつかの構成では、動作５１３内
で、ＢＳＳは、ＢＳＳとＢＳＳとの間のネゴシエーションを通して決定される。一例では
、ＡＰ　Ａ２１０とＡＰ　Ｂ２２０とは、メッセージを交換し得、交換されたメッセージ
に基づいて、各それぞれのＢＳＳに引き起こされる干渉を推定し得る。干渉レベルに基づ
いて、ＡＰ　Ａ２１０とＡＰ　Ｂ２２０とは、互いのＢＳＳに従うべきかどうかを決定し
得る。別の例では、ＡＰ　Ａ２１０およびＡＰ　Ｂ２２０は、通信のために異なる周波数
帯域を含む異なるチャネルを使用することをそれらのＡＰが決定し得るので、干渉レベル
がしきい値を上回るときでも延期しないことを決定し得る。
【００６６】
　[0072]動作５１６において、アクセスポイントは、ＢＳＳのインジケーションを１つま
たは複数の局に送る。いくつかの構成では、動作５１６内で、アクセスポイントは、動作
５２３において、管理フレームを１つまたは複数の局に送る。インジケーションは管理フ
レーム中に含まれ得る。たとえば、図２を参照すると、ＡＰ　Ａ２１０は、管理フレーム
をＳＴＡ　Ａ２１５に送り得、管理フレームは、ＢＳＳ　Ａ２１１、ＢＳＳ　Ｃ２３１、
ＢＳＳ　Ｄ２４１、およびＢＳＳ　Ｅ２５１に従うことをＳＴＡ　Ａ２１５に示し得る。
別の構成では、インジケーションは、局がそれに従うべきでないＢＳＳを示し得る。イン
ジケーションは、ＢＳＳＩＤのリストまたは色情報であり得る。
【００６７】
　[0073]いくつかの構成では、動作５１６内で、アクセスポイントは、動作５３３におい
て、１つまたは複数の局に関連付けられるより前に、１つまたは複数の局から関連付け要
求を受信する。動作５３６において、アクセスポイントは、関連付け応答を１つまたは複
数の局に送る。インジケーションは関連付け応答中に含まれる。たとえば、図２を参照す
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ると、ＡＰ　Ａ２１０は、ＳＴＡ　Ａ２１５から関連付け要求を受信し得る。ＡＰ　Ａ２
１０は、関連付け応答をＳＴＡ　Ａ２１５に送り得、関連付け応答は、ＳＴＡ　Ａ２１５
がそれに従うべきである１つまたは複数のＢＳＳを示し得る。
【００６８】
　[0074]いくつかの構成では、ＯＢＳＳのインジケーションは、ＯＢＳＳの色（たとえば
、ＢＳＳ　Ｃ２３１、ＢＳＳ　Ｄ２４１、およびＢＳＳ　Ｅ２５１についての色情報）で
ある。いくつかの構成では、ＯＢＳＳのインジケーションは、ＯＢＳＳのＢＳＳＩＤ（た
とえば、ＢＳＳ　Ｃ２３１、ＢＳＳ　Ｄ２４１、およびＢＳＳ　Ｅ２５１のＢＳＳＩＤ）
である。
【００６９】
　[0075]図６は、図１のワイヤレス通信システム１００または図２のワイヤレスネットワ
ーク内で採用され得るワイヤレスデバイス６０２の例示的な機能ブロック図を示す。ワイ
ヤレスデバイス６０２は、本明細書で説明される様々な方法を実装するように構成され得
るデバイスの一例である。たとえば、ワイヤレスデバイス６０２は、ＡＰ１０４およびＡ
Ｐ　Ａ２１０、ＡＰ　Ｂ２２０、ＡＰ　Ｃ２３０、ＡＰ　Ｅ２５０のうちの１つ、または
ＳＴＡ１１４およびＳＴＡ　Ａ２１５、ＳＴＡ　Ｂ２２５、ＳＴＡ　Ｄ２４５のうちの１
つであり得る。
【００７０】
　[0076]ワイヤレスデバイス６０２は、ワイヤレスデバイス６０２の動作を制御するプロ
セッサ６０４を含み得る。プロセッサ６０４は中央処理ユニット（ＣＰＵ）と呼ばれるこ
ともある。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含
み得るメモリ６０６は、命令とデータとをプロセッサ６０４に与え得る。メモリ６０６の
一部分は不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）をも含み得る。プロセッサ６０
４は、一般に、メモリ６０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて論理演算および算
術演算を実行する。メモリ６０６中の命令は、本明細書で説明される方法を実装するため
に（たとえば、プロセッサ６０４によって）実行可能であり得る。
【００７１】
　[0077]プロセッサ６０４は、１つまたは複数のプロセッサとともに実装された処理シス
テムを備えるか、またはそれのコンポーネントであり得る。１つまたは複数のプロセッサ
は、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ
）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス
（ＰＬＤ）、コントローラ、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェアコンポーネント、
専用ハードウェア有限状態機械、あるいは情報の計算または他の操作を実行することがで
きる任意の他の好適なエンティティの任意の組合せを用いて実装され得る。
【００７２】
　[0078]処理システムは、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体をも含み得る。ソ
フトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハード
ウェア記述言語などの名称にかかわらず、任意のタイプの命令を意味すると広く解釈され
たい。命令は、（たとえば、ソースコード形式、バイナリコード形式、実行可能コード形
式、または任意の他の好適なコード形式の）コードを含み得る。命令は、１つまたは複数
のプロセッサによって実行されたとき、本明細書で説明される様々な機能を処理システム
に実行させる。
【００７３】
　[0079]ワイヤレスデバイス６０２はまた、ハウジング６０８を含み得、ワイヤレスデバ
イス６０２は、ワイヤレスデバイス６０２とリモートデバイスとの間のデータの送信およ
び受信を可能にするために送信機６１０および／または受信機６１２を含み得る。送信機
６１０と受信機６１２とは組み合わせられてトランシーバ６１４になり得る。アンテナ６
１６は、ハウジング６０８に取り付けられ、トランシーバ６１４に電気的に結合され得る
。ワイヤレスデバイス６０２は、複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、お
よび／または複数のアンテナをも含み得る。
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【００７４】
　[0080]ワイヤレスデバイス６０２は、トランシーバ６１４または受信機６１２によって
受信された信号のレベルを検出および定量化するために使用され得る信号検出器６１８を
も含み得る。信号検出器６１８は、そのような信号を、総エネルギー、シンボルごとのサ
ブキャリア当たりのエネルギー、電力スペクトル密度および他の信号として検出し得る。
ワイヤレスデバイス６０２は、信号を処理する際に使用するためのＤＳＰ６２０をも含み
得る。ＤＳＰ６２０は、送信のためにパケットを生成するように構成され得る。いくつか
の態様では、パケットは、物理レイヤコンバージェンスプロシージャ（ＰＬＣＰ）プロト
コルデータユニット（ＰＰＤＵ）を備え得る。
【００７５】
　[0081]ワイヤレスデバイス６０２は、いくつかの態様ではユーザインターフェース６２
２をさらに備え得る。ユーザインターフェース６２２は、キーパッド、マイクロフォン、
スピーカー、および／またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース６２２は
、ワイヤレスデバイス６０２のユーザに情報を伝達し、および／またはユーザからの入力
を受信する、任意の要素またはコンポーネントを含み得る。
【００７６】
　[0082]ワイヤレスデバイス６０２が、ＡＰ（たとえば、ＡＰ　Ａ２１０）としてまたは
ＳＴＡ（たとえば、ＳＴＡ　Ａ２１５）として実装されるとき、ワイヤレスデバイス６０
２はチャネル再利用コンポーネント６２４をも含み得る。
【００７７】
　[0083]一実施形態では、ワイヤレスデバイス６０２はＡＰとして実装され得る。この実
施形態では、チャネル再利用コンポーネント６２４は、アクセスポイントに関連付けられ
たＢＳＳ中の１つまたは複数の局によって、それのパケットが従わされるべきである少な
くとも１つのＢＳＳを決定するように構成され得る。チャネル再利用コンポーネント６２
４は、少なくとも１つのＢＳＳのインジケーションを１つまたは複数の局に送信するよう
に構成され得る。一態様では、従わされるべき少なくとも１つのＢＳＳは、従わされるべ
き少なくとも１つのＢＳＳに関連付けられたデバイスからアクセスポイントにおいて受信
された信号の信号強度に基づいて決定される。別の態様では、従わされるべき少なくとも
１つのＢＳＳは、ＢＳＳと従わされるべき少なくとも１つのＢＳＳとの間の距離に基づい
て決定される。別の態様では、従わされるべき少なくとも１つのＢＳＳは、ＢＳＳと従わ
されるべき少なくとも１つのＢＳＳとの間のネゴシエーションを通して決定される。別の
態様では、インジケーションは、関連付け応答中で、管理フレーム中で、またはビーコン
フレーム中で、１つまたは複数の局に送信される。別の態様では、インジケーションは、
１つまたは複数の局がそれへの送信を延期すべきであるかまたはそれへの送信を延期すべ
きでないＢＳＳＩＤのリスト、あるいは１つまたは複数の局がそれへの送信を延期すべき
であるかまたはそれへの送信を延期すべきでないＢＳＳを識別する１つまたは複数の色を
含む色情報のうちの１つを含む。
【００７８】
　[0084]別の実施形態では、ワイヤレスデバイス６０２は局として実装され得る。この実
施形態では、チャネル再利用コンポーネント６２４は、チャネル上で、ワイヤレスデバイ
スからパケットを受信するように構成され得る。チャネル再利用コンポーネント６２４は
、受信されたパケットに関連付けられたＢＳＳＩＤまたは色を決定するように構成され得
る。チャネル再利用コンポーネント６２４は、パケットに関連付けられた決定されたＢＳ
ＳＩＤまたは決定された色、およびインジケーションに基づいて、チャネル上での送信を
延期すべきかどうかを決定するように構成され得る。インジケーションは、ＢＳＳＩＤの
リストまたは色情報を含み得る。チャネル再利用コンポーネント６２４は、送信を延期す
るという決定に基づいて、パケットを廃棄することによって、およびパケットに基づいて
ネットワーク割振りベクトルを設定しないことによって、パケットをドロップするように
構成され得る。一構成では、チャネル再利用コンポーネント６２４は、パケットがそれの
上で受信されたチャネル上で予約された時間期間の間、送信を控えることによって、送信
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を延期すべきかどうかを決定するように構成され得、そこにおいて、時間期間は、パケッ
ト中で示される持続時間よりも小さいかまたはそれに等しい。別の態様では、ＢＳＳＩＤ
のリストは、同じアクセスポイントに関連付けられた複数のＢＳＳＩＤを含み得、ＢＳＳ
ＩＤのリストは、それへの送信が延期されるべきであるかまたはそれへの送信が延期され
るべきでないＢＳＳＩＤを示し得る。別の態様では、局は第１のアクセスポイントに関連
付けられ得、ＢＳＳＩＤのリストが、第１のアクセスポイントとコロケートされた第２の
アクセスポイントに関連付けられた少なくとも１つのＢＳＳＩＤを含み得、ＢＳＳＩＤの
リストは、パケットが少なくとも１つのＢＳＳＩＤから受信された場合に、送信を延期す
るように局に命令し得る。別の構成では、チャネル再利用コンポーネント６２４は、局に
関連付けられたアクセスポイントからインジケーションを受信するように構成され得る。
別の態様では、インジケーションは、アクセスポイントからの関連付け応答中で、アクセ
スポイントからの管理フレームから、またはアクセスポイントからのビーコンから受信さ
れ得る。別の態様では、色情報は、それへの送信が従わされるべきであるかまたはそれへ
の送信が従わされるべきでない１つまたは複数の基本サービスセットに対応する１つまた
は複数の色を含み得る。別の態様では、色情報中に含まれる色が、複数の基本サービスセ
ットまたは複数のアクセスポイントに関連付けられ得る。
【００７９】
　[0085]ワイヤレスデバイス６０２の様々なコンポーネントは、バスシステム６２６によ
って互いに結合され得る。バスシステム６２６は、たとえば、データバス、ならびに、デ
ータバスに加えて、電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスを含み得る。ワ
イヤレスデバイス６０２のコンポーネントは、何らかの他の機構を使用して、互いに結合
されるか、あるいは互いに入力を受け付けるかまたは与え得る。
【００８０】
　[0086]いくつかの別個のコンポーネントが図６に示されているが、それらのコンポーネ
ントのうちの１つまたは複数は、組み合わせられるかまたは共通に実装され得る。たとえ
ば、プロセッサ６０４は、プロセッサ６０４に関して上記で説明された機能を実装するた
めだけでなく、信号検出器６１８、ＤＳＰ６２０、ユーザインターフェース６２２、およ
び／またはチャネル再利用コンポーネント６２４に関して上記で説明された機能を実装す
るためにも使用され得る。さらに、図６に示されているコンポーネントの各々は、複数の
別個の要素を使用して実装され得る。
【００８１】
　[0087]図７は、例示的なワイヤレス通信デバイス７００の機能ブロック図である。ワイ
ヤレス通信デバイス７００は、受信機７０５と、処理システム７１０と、送信機７１５と
を含む装置であり得る。処理システム７１０はチャネル再利用コンポーネント７２４を含
み得る。チャネル再利用コンポーネント７２４は、コンポーネントの中でも、色サブコン
ポーネント７３２、ＢＳＳＩＤサブコンポーネント７３４、および／または譲歩サブコン
ポーネント７３６を含み得る。
【００８２】
　[0088]一実施形態では、ワイヤレス通信デバイス７００はＡＰとして実装され得る。こ
の実施形態では、処理システム７１０および／またはチャネル再利用コンポーネント７２
４は、ワイヤレス通信デバイス７００に関連付けられたＢＳＳ中の１つまたは複数の局に
よって、それのパケットが従わされるべきである少なくとも１つのＢＳＳを決定するよう
に構成され得る。処理システム７１０および／またはチャネル再利用コンポーネント７２
４は、少なくとも１つのＢＳＳのインジケーションを１つまたは複数の局に送信するよう
に構成され得る。一態様では、従わされるべき少なくとも１つのＢＳＳは、従わされるべ
き少なくとも１つのＢＳＳに関連付けられたデバイスからワイヤレス通信デバイス７００
において受信された信号の信号強度に基づいて決定される。別の態様では、従わされるべ
き少なくとも１つのＢＳＳは、ＢＳＳと従わされるべき少なくとも１つのＢＳＳとの間の
距離に基づいて決定される。別の態様では、従わされるべき少なくとも１つのＢＳＳは、
ＢＳＳと従わされるべき少なくとも１つのＢＳＳとの間のネゴシエーションを通して決定
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される。別の態様では、インジケーションは、関連付け応答中で、管理フレーム中で、ま
たはビーコンフレーム中で、１つまたは複数の局に送信される。別の態様では、インジケ
ーションは、１つまたは複数の局がそれへの送信を延期すべきであるかまたはそれへの送
信を延期すべきでないＢＳＳＩＤのリスト、あるいは１つまたは複数の局がそれへの送信
を延期すべきであるかまたはそれへの送信を延期すべきでないＢＳＳを識別する１つまた
は複数の色を含む色情報のうちの１つを含む。
【００８３】
　[0089]別の実施形態では、ワイヤレス通信デバイス７００は局として実装され得る。こ
の実施形態では、処理システム７１０、チャネル再利用コンポーネント７２４、および／
または受信機７０５は、チャネル上で、ワイヤレスデバイスからパケットを受信するよう
に構成され得る。処理システム７１０、色サブコンポーネント７３２、ＢＳＳＩＤサブコ
ンポーネント７３４、および／またはチャネル再利用コンポーネント７２４は、受信され
たパケットに関連付けられたＢＳＳＩＤまたは色を決定するように構成され得る。処理シ
ステム７１０、チャネル再利用コンポーネント７２４、および／または延期サブコンポー
ネント７３６は、パケットに関連付けられた決定されたＢＳＳＩＤまたは決定された色、
およびインジケーションに基づいて、チャネル上での送信を延期すべきかどうかを決定す
るように構成され得る。インジケーションは、ＢＳＳＩＤのリストまたは色情報を含み得
る。処理システム７１０、チャネル再利用コンポーネント７２４、および／または延期サ
ブコンポーネント７３６は、送信を延期するという決定に基づいて、パケットを廃棄する
ことによって、およびパケットに基づいてネットワーク割振りベクトルを設定しないこと
によって、パケットをドロップするように構成され得る。一構成では、処理システム７１
０、チャネル再利用コンポーネント７２４、および／または延期サブコンポーネント７３
６は、パケットがそれの上で受信されたチャネル上で予約された時間期間の間、送信を控
えることによって、送信を延期すべきかどうかを決定するように構成され得、そこにおい
て、時間期間は、パケット中で示される持続時間よりも小さいかまたはそれに等しい。別
の態様では、ＢＳＳＩＤのリストは、同じアクセスポイントに関連付けられた複数のＢＳ
ＳＩＤを含み得、ＢＳＳＩＤのリストは、それへの送信が従わされるべきであるかまたは
それへの送信が従わされるべきでないＢＳＳＩＤを示し得る。別の態様では、ワイヤレス
通信デバイス７００は第１のアクセスポイントに関連付けられ得、ＢＳＳＩＤのリストが
、第１のアクセスポイントとコロケートされた第２のアクセスポイントに関連付けられた
少なくとも１つのＢＳＳＩＤを含み得、ＢＳＳＩＤのリストは、パケットが少なくとも１
つのＢＳＳＩＤから受信された場合に、送信を延期するように局に命令し得る。別の構成
では、処理システム７１０、チャネル再利用コンポーネント７２４、および／または受信
機７０５は、ワイヤレス通信デバイス７００に関連付けられたアクセスポイントからイン
ジケーションを受信するように構成され得る。別の態様では、インジケーションは、アク
セスポイントからの関連付け応答中で、アクセスポイントからの管理フレームから、また
はアクセスポイントからのビーコンから受信され得る。別の態様では、色情報は、それへ
の送信が従わされるべきであるかまたはそれへの送信が従わされるべきでない１つまたは
複数の基本サービスセットに対応する１つまたは複数の色を含み得る。別の態様では、色
情報中に含まれる色が、複数の基本サービスセットまたは複数のアクセスポイントに関連
付けられ得る。
【００８４】
　[0090]受信機７０５、処理システム７１０、チャネル再利用コンポーネント７２４、色
サブコンポーネント７３２、ＢＳＳＩＤサブコンポーネント７３４、延期サブコンポーネ
ント７３６、および／または送信機７１５は、図４の動作４１０、４１２、４１３、４１
６、４１９、４２０、４２３、４２６、４３３、４３６、４４３、４４６、および４４９
に、ならびに図５の動作５１３、５１６、５２３、５３３、および５３６に関して上記で
説明された１つまたは複数の機能を実行するように構成され得る。受信機７０５は受信機
６１２に対応し得る。処理システム７１０はプロセッサ６０４に対応し得る。送信機７１
５は送信機６１０に対応し得る。チャネル再利用コンポーネント７２４は、チャネル再利
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用コンポーネント１２４、１２６および／またはチャネル再利用コンポーネント６２４に
対応し得る。
【００８５】
　[0091]一構成では、ワイヤレス通信デバイス７００は、ワイヤレス通信デバイス７００
に関連付けられたＢＳＳ中の１つまたは複数の局によって、それのパケットが従わされる
べきである少なくとも１つのＢＳＳを決定するための手段を含み得る。ワイヤレス通信デ
バイス７００は、少なくとも１つのＢＳＳのインジケーションを１つまたは複数の局に送
信するための手段を含み得る。一態様では、従わされるべき少なくとも１つのＢＳＳは、
従わされるべき少なくとも１つのＢＳＳに関連付けられたデバイスからワイヤレス通信デ
バイス７００において受信された信号の信号強度に基づいて決定される。別の態様では、
従わされるべき少なくとも１つのＢＳＳは、ＢＳＳと従わされるべき少なくとも１つのＢ
ＳＳとの間の距離に基づいて決定される。別の態様では、従わされるべき少なくとも１つ
のＢＳＳは、ＢＳＳと従わされるべき少なくとも１つのＢＳＳとの間のネゴシエーション
を通して決定される。別の態様では、インジケーションは、関連付け応答中で、管理フレ
ーム中で、またはビーコンフレーム中で、１つまたは複数の局に送信される。別の態様で
は、インジケーションは、１つまたは複数の局がそれへの送信を延期すべきであるかまた
はそれへの送信を延期すべきでないＢＳＳＩＤのリスト、あるいは１つまたは複数の局が
それへの送信を延期すべきであるかまたはそれへの送信を延期すべきでないＢＳＳを識別
する１つまたは複数の色を含む色情報のうちの１つを含む。
【００８６】
　[0092]たとえば、決定するための手段は、処理システム７１０および／またはチャネル
再利用コンポーネント７２４を含み得る。送信するための手段は、処理システム７１０、
チャネル再利用コンポーネント７２４、および／または送信機７１５を含み得る。
【００８７】
　[0093]別の構成では、ワイヤレス通信デバイス７００は、チャネル上で、ワイヤレスデ
バイスからパケットを受信するための手段を含み得る。ワイヤレス通信デバイス７００は
、受信されたパケットに関連付けられたＢＳＳＩＤまたは色を決定するための手段を含み
得る。ワイヤレス通信デバイス７００は、パケットに関連付けられた決定されたＢＳＳＩ
Ｄまたは決定された色、およびインジケーションに基づいて、チャネル上での送信を延期
すべきかどうかを決定するための手段を含み得る。インジケーションは、ＢＳＳＩＤのリ
ストまたは色情報を含み得る。ワイヤレス通信デバイス７００は、送信を延期するという
決定に基づいてパケットをドロップするための手段を含み得る。ドロップするための手段
は、パケットを廃棄することと、パケットに基づいてネットワーク割振りベクトルを設定
しないこととを行うように構成され得る。一構成では、送信を延期すべきかどうかを決定
するための手段は、パケットがそれの上で受信されたチャネル上で予約された時間期間の
間、送信を控えるように構成され得、そこにおいて、時間期間は、パケット中で示される
持続時間よりも小さいかまたはそれに等しい。別の態様では、ＢＳＳＩＤのリストは、同
じアクセスポイントに関連付けられた複数のＢＳＳＩＤを含み得、ＢＳＳＩＤのリストは
、それへの送信が従わされるべきであるかまたはそれへの送信が従わされるべきでないＢ
ＳＳＩＤを示し得る。別の態様では、ワイヤレス通信デバイス７００は第１のアクセスポ
イントに関連付けられ得、ＢＳＳＩＤのリストが、第１のアクセスポイントとコロケート
された第２のアクセスポイントに関連付けられた少なくとも１つのＢＳＳＩＤを含み得、
ＢＳＳＩＤのリストは、パケットが少なくとも１つのＢＳＳＩＤから受信された場合に、
送信を延期するようにワイヤレス通信デバイス７００に命令し得る。別の構成では、ワイ
ヤレス通信デバイス７００は、局に関連付けられたアクセスポイントからインジケーショ
ンを受信するための手段を含み得る。別の態様では、インジケーションは、アクセスポイ
ントからの関連付け応答中で、アクセスポイントからの管理フレームから、またはアクセ
スポイントからのビーコンから受信され得る。別の態様では、色情報は、それへの送信が
従わされるべきであるかまたはそれへの送信が従わされるべきでない１つまたは複数の基
本サービスセットに対応する１つまたは複数の色を含み得る。別の態様では、色情報中に
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含まれる色が、複数の基本サービスセットまたは複数のアクセスポイントに関連付けられ
得る。
【００８８】
　[0094]たとえば、受信するための手段は、受信機７０５、処理システム７１０、および
／またはチャネル再利用コンポーネント７２４を含み得る。ＢＳＳＩＤまたは色を決定す
るための手段は、処理システム７１０、チャネル再利用コンポーネント７２４、色サブコ
ンポーネント７３２、および／またはＢＳＳＩＤサブコンポーネント７３４を含み得る。
送信を延期すべきかどうかを決定するための手段は、処理システム７１０、チャネル再利
用コンポーネント７２４、および／または延期サブコンポーネント７３６を含み得る。パ
ケットをドロップするための手段は、処理システム７１０、チャネル再利用コンポーネン
ト７２４、および／または延期サブコンポーネント７３６を含み得る。
【００８９】
　[0095]上記で説明された方法の様々な動作は、（１つまたは複数の）様々なハードウェ
アおよび／またはソフトウェアコンポーネント、回路、および／または（１つまたは複数
の）モジュールなど、それらの動作を実行することが可能な任意の好適な手段によって実
行され得る。概して、図に示されているどの動作も、その動作を実行することが可能な対
応する機能的手段によって実行され得る。
【００９０】
　[0096]本開示に関して説明された様々な例示的な論理ブロック、コンポーネント、およ
び回路は、汎用プロセッサ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または他のＰＬＤ、個別ゲー
トまたはトランジスタ論理、個別ハードウェアコンポーネント、あるいは本明細書で説明
された機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装または実行さ
れ得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは
、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であ
り得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰと
マイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つ
または複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成として実装され得る
。
【００９１】
　[0097]１つまたは複数の態様では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装され
る場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記
憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒
体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体
を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コン
ピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例と
して、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）
、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭ（ＣＤ－ＲＯＭ）または他の光ディスクストレージ
、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデー
タ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用され得、コンピ
ュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。また、いかな
る接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケー
ブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外
線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、
または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツ
イストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、
媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）
は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用
途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ
－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、デ
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ータを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。し
たがって、コンピュータ可読媒体は非一時的コンピュータ可読媒体（たとえば、有形媒体
）を備える。
【００９２】
　[0098]本明細書で開示された方法は、説明された方法を達成するための１つまたは複数
のステップまたはアクションを備える。方法のステップおよび／またはアクションは、特
許請求の範囲から逸脱することなく、互いに入れ替えられ得る。言い換えれば、ステップ
またはアクションの特定の順序が指定されていない限り、特定のステップおよび／または
アクションの順序および／または使用は、特許請求の範囲から逸脱することなく変更され
得る。
【００９３】
　[0099]したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示された動作を実行するためのコ
ンピュータプログラム製品を備え得る。たとえば、そのようなコンピュータプログラム製
品は、本明細書で説明された動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサによって
実行可能である命令を記憶した（および／または符号化した）コンピュータ可読媒体を備
え得る。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品はパッケージング材料を含み
得る。
【００９４】
　[00100]さらに、本明細書で説明された方法および技法を実行するためのコンポーネン
トおよび／または他の適切な手段は、適用可能な場合にユーザ端末および／または基地局
によってダウンロードされ、および／または他の方法で取得され得ることを諒解されたい
。たとえば、そのようなデバイスは、本明細書で説明された方法を実行するための手段の
転送を可能にするためにサーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明された様々な
方法は、ユーザ端末および／または基地局が記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＣＤ
またはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など）をデバイスに結合するかまたは与え
ると様々な方法を得ることができるように、記憶手段によって提供され得る。その上、本
明細書で説明された方法および技法をデバイスに与えるための任意の他の好適な技法が利
用され得る。
【００９５】
　[00101]特許請求の範囲は、上記で示された厳密な構成およびコンポーネントに限定さ
れないことを理解されたい。上記で説明された方法および装置の構成、動作および詳細に
おいて、特許請求の範囲から逸脱することなく、様々な改変、変更および変形が行われ得
る。
【００９６】
　[00102]上記は本開示の態様を対象とするが、本開示の他の態様およびさらなる態様は
、それの基本的範囲から逸脱することなく考案され得、それの範囲は以下の特許請求の範
囲によって決定される。
【００９７】
　[00103]以上の説明は、当業者が本明細書で説明された様々な態様を実施することがで
きるようにするために提供されたものである。これらの態様への様々な変更は当業者には
容易に明らかであり、本明細書で定義された一般原理は他の態様に適用され得る。したが
って、特許請求の範囲は、本明細書で示された態様に限定されるものではなく、クレーム
文言に矛盾しない全範囲を与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言及
は、そのように明記されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つ
または複数の」を意味するものである。別段に明記されていない限り、「いくつか（some
）」という用語は１つまたは複数を指す。当業者に知られている、または後に知られるこ
とになる、本開示全体にわたって説明された様々な態様の要素のすべての構造的および機
能的均等物は、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるも
のである。その上、本明細書で開示されたいかなることも、そのような開示が特許請求の
範囲に明示的に具陳されているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかな



(27) JP 2018-521572 A 2018.8.2

るクレーム要素も、その要素が「ための手段」という句を使用して明確に具陳されていな
い限り、または方法クレームの場合には、その要素が「ためのステップ」という句を使用
して具陳されていない限り、米国特許法第１１２条（ｆ）の規定の下で解釈されるべきで
はない。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成30年2月9日(2018.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　局によるワイヤレス通信の方法であって、
　チャネル上で、ワイヤレスデバイスからパケットを受信することと、
　前記パケットに関連付けられた基本サービスセットを識別する色または基本サービスセ
ット識別子（ＢＳＳＩＤ）のうちの１つおよびインジケーションに基づいて重複基本サー
ビスセット（ＯＢＳＳ）に対応する前記パケットに対して、前記チャネル上での送信を延
期すべきかどうかを決定すること、ここにおいて、前記インジケーションは、ＢＳＳＩＤ
のリストまたは色情報を備え、前記決定することは、
　　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリ
スト中でまたは前記色情報中で示されるときに、送信を延期することを決定することと、
　　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリ
スト中でまたは前記色情報中で示されないときに、送信を延期しないことを決定すること
と
　を備える、と
　を備える、方法。
【請求項２】
　送信を延期すべきかどうかを前記決定することは、前記パケットに関連付けられた前記
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ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリスト中でまたは前記色情報中で示される
ときに、前記パケットがそれの上で受信された前記チャネル上で予約された時間期間の間
、送信を阻止することを決定することを備え、前記時間期間が、前記パケット中で示され
る持続時間よりも小さいかまたはそれに等しい、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　送信を延期しないという前記決定に基づいて前記パケットをドロップすることをさらに
備え、前記ドロップすることは、前記パケットを廃棄することと、前記パケットに基づい
てネットワーク割振りベクトルを設定しないこととを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＢＳＳＩＤのリストは、同じアクセスポイントに関連付けられた複数のＢＳＳＩＤ
を含み、前記ＢＳＳＩＤのリストは、それへの送信が従わされるべきであるかまたはそれ
への送信が従わされるべきでないＢＳＳＩＤを示す、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記局は、第１のアクセスポイントに関連付けられ、前記ＢＳＳＩＤのリストは、前記
第１のアクセスポイントとコロケートされた第２のアクセスポイントに関連付けられた少
なくとも１つのＢＳＳＩＤを含み、前記ＢＳＳＩＤのリストは、パケットが前記少なくと
も１つのＢＳＳＩＤから受信された場合に、送信を延期するように前記局に命令する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記局に関連付けられたアクセスポイントから前記インジケーションを受信することを
さらに備え、前記インジケーションは、前記アクセスポイントからの関連付け応答中で、
前記アクセスポイントからの管理フレームから、または前記アクセスポイントからのビー
コンから受信される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記色情報は、それへの送信が従わされるべきであるかまたはそれへの送信が従わされ
るべきでない１つまたは複数の基本サービスセットに対応する１つまたは複数の色を備え
るか、あるいは、前記色情報中に含まれる色が、複数の基本サービスセットまたは複数の
アクセスポイントに関連付けられる、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　アクセスポイントによるワイヤレス通信の方法であって、
　前記アクセスポイントに関連付けられた重複基本サービスセット（ＯＢＳＳ）中の１つ
または複数の局によって、それのパケットが従わされるべきである少なくとも１つのＢＳ
Ｓを決定することと、
　前記少なくとも１つのＯＢＳＳを含むインジケーションを前記１つまたは複数の局に送
信することと
　を備える、方法。
【請求項９】
　従わされるべき前記少なくとも１つのＯＢＳＳは、従わされるべき前記少なくとも１つ
のＯＢＳＳに関連付けられたデバイスから前記アクセスポイントにおいて受信された信号
の信号強度に基づいて決定される、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　従わされるべき前記少なくとも１つのＯＢＳＳは、前記ＢＳＳと従わされるべき前記少
なくとも１つのＯＢＳＳとの間の距離に基づいて決定される、
　請求項８に記載の方法。
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【請求項１１】
　従わされるべき前記少なくとも１つのＯＢＳＳは、前記ＢＳＳと従わされるべき前記少
なくとも１つのＯＢＳＳとの間のネゴシエーションを通して決定される、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記インジケーションは、関連付け応答中で、管理フレーム中で、またはビーコンフレ
ーム中で、前記１つまたは複数の局に送信される、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記インジケーションは、
　前記１つまたは複数の局がそれへの送信を、従うべきであるかまたはそれへの送信を延
期すべきでないＢＳＳＩＤのリスト、あるいは
　前記１つまたは複数の局がそれへの送信を、従うべきであるかまたはそれへの送信を延
期すべきでないＢＳＳを識別する１つまたは複数の色を備える色情報
　のうちの１つを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための局であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　チャネル上で、ワイヤレスデバイスからパケットを受信することと、

　　前記パケットに関連付けられた基本サービスセットを識別する色または基本サービス
セット識別子（ＢＳＳＩＤ）のうちの１つおよびインジケーションに基づいて重複基本サ
ービスセット（ＯＢＳＳ）に対応する前記パケットに対して、前記チャネル上での送信を
延期すべきかどうかを決定すること、ここにおいて、前記インジケーションは、ＢＳＳＩ
Ｄのリストまたは色情報を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリ
スト中でまたは前記色情報中で示されるときに、送信を延期することを決定することと、
　　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリ
スト中でまたは前記色情報中で示されないときに、送信を延期しないことを決定すること
と
　によって送信を延期するかどうかを決定するように構成される、と
　を行うように構成される、局。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤま
たは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリスト中にまたは前記色情報中にあるときに、前記パケ
ットがそれの上で受信された前記チャネル上で予約された時間期間の間、送信を延期する
ことを決定することによって、送信を延期すべきかどうかを決定するように構成され、前
記時間期間は、前記パケット中で示される持続時間よりも小さいかまたはそれに等しい、
　請求項１４に記載の局。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、送信を延期しないという前記決定に基づいて、前
記パケットを廃棄することによって、および前記パケットに基づいてネットワーク割振り
ベクトルを設定しないことによって、前記パケットをドロップするようにさらに構成され
る、
　請求項１４に記載の局。
【請求項１７】
　前記ＢＳＳＩＤのリストは、同じアクセスポイントに関連付けられた複数のＢＳＳＩＤ
を含み、前記ＢＳＳＩＤのリストは、それへの送信が従わされるべきであるかまたはそれ



(32) JP 2018-521572 A 2018.8.2

への送信が従わされるべきでないＢＳＳＩＤを示す、
　請求項１４に記載の局。
【請求項１８】
　前記局は、第１のアクセスポイントに関連付けられ、前記ＢＳＳＩＤのリストは、前記
第１のアクセスポイントとコロケートされた第２のアクセスポイントに関連付けられた少
なくとも１つのＢＳＳＩＤを含み、前記ＢＳＳＩＤのリストは、パケットが前記少なくと
も１つのＢＳＳＩＤから受信された場合に、送信を延期するように前記局に命令する、
　請求項１４に記載の局。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記局に関連付けられたアクセスポイントから前
記インジケーションを受信するように構成され、前記インジケーションは、前記アクセス
ポイントからの関連付け応答中で、前記アクセスポイントからの管理フレームから、また
は前記アクセスポイントからのビーコンから受信される、
　請求項１４に記載の局。
【請求項２０】
　前記色情報は、それへの送信が従わされるべきであるかまたはそれへの送信が従わされ
るべきでない１つまたは複数の基本サービスセットに対応する１つまたは複数の色を備え
るか、あるいは、前記色情報中に含まれる色が、複数の基本サービスセットまたは複数の
アクセスポイントに関連付けられる、
　請求項１４に記載の局。
【請求項２１】
　ワイヤレス通信のためのアクセスポイントであって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　前記アクセスポイントに関連付けられた重複基本サービスセット（ＯＢＳＳ）中の１
つまたは複数の局によって、それのパケットが従わされるべきである少なくとも１つのＢ
ＳＳを決定することと、
　　前記少なくとも１つのＯＢＳＳを含むインジケーションを前記１つまたは複数の局に
送信することと
　を行うように構成される、アクセスポイント。
【請求項２２】
　従わされるべき前記少なくとも１つのＯＢＳＳは、従わされるべき前記少なくとも１つ
のＯＢＳＳに関連付けられたデバイスから前記アクセスポイントにおいて受信された信号
の信号強度に基づいて決定される、
　請求項２１に記載のアクセスポイント。
【請求項２３】
　従わされるべき前記少なくとも１つのＯＢＳＳは、前記ＢＳＳと従わされるべき前記少
なくとも１つのＯＢＳＳとの間の距離に基づいて決定される、
　請求項２１に記載のアクセスポイント。
【請求項２４】
　従わされるべき前記少なくとも１つのＯＢＳＳは、前記ＢＳＳと従わされるべき前記少
なくとも１つのＯＢＳＳとの間のネゴシエーションを通して決定される、
　請求項２１に記載のアクセスポイント。
【請求項２５】
　前記インジケーションは、関連付け応答中で、管理フレーム中で、またはビーコンフレ
ーム中で、前記１つまたは複数の局に送信される、
　請求項２１に記載のアクセスポイント。
【請求項２６】
　前記インジケーションは、
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　前記１つまたは複数の局がそれへの送信を従うべきであるかまたはそれへの送信を延期
すべきでないＢＳＳＩＤのリスト、あるいは
　前記１つまたは複数の局がそれへの送信を従うべきであるかまたはそれへの送信を延期
すべきでないＢＳＳを識別する１つまたは複数の色を備える色情報
のうちの１つを含む、
　請求項２２に記載のアクセスポイント。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
　[00103]以上の説明は、当業者が本明細書で説明された様々な態様を実施することがで
きるようにするために提供されたものである。これらの態様への様々な変更は当業者には
容易に明らかであり、本明細書で定義された一般原理は他の態様に適用され得る。したが
って、特許請求の範囲は、本明細書で示された態様に限定されるものではなく、クレーム
文言に矛盾しない全範囲を与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言及
は、そのように明記されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つ
または複数の」を意味するものである。別段に明記されていない限り、「いくつか（some
）」という用語は１つまたは複数を指す。当業者に知られている、または後に知られるこ
とになる、本開示全体にわたって説明された様々な態様の要素のすべての構造的および機
能的均等物は、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるも
のである。その上、本明細書で開示されたいかなることも、そのような開示が特許請求の
範囲に明示的に具陳されているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかな
るクレーム要素も、その要素が「ための手段」という句を使用して明確に具陳されていな
い限り、または方法クレームの場合には、その要素が「ためのステップ」という句を使用
して具陳されていない限り、米国特許法第１１２条（ｆ）の規定の下で解釈されるべきで
はない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　局によるワイヤレス通信の方法であって、
　チャネル上で、ワイヤレスデバイスからパケットを受信することと、
　前記受信されたパケットに関連付けられた、基本サービスセット識別子（ＢＳＳＩＤ）
または基本サービスセットを識別する色を決定することと、
　前記パケットに関連付けられた前記決定されたＢＳＳＩＤまたは前記決定された色、お
よびインジケーションに基づいて、前記チャネル上での送信を延期すべきかどうかを決定
すること、前記インジケーションは、ＢＳＳＩＤのリストまたは色情報を備える、と
　を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　送信を延期すべきかどうかを前記決定することは、
　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリス
ト中でまたは前記色情報中で示されるときに、送信を延期することを決定することと、
　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリス
ト中でまたは前記色情報中で示されないときに、送信を延期しないことを決定することと
　を備える、［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　送信を延期すべきかどうかを前記決定することは、
　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリス
ト中でまたは前記色情報中で示されないときに、送信を延期することを決定することと、
　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリス
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ト中でまたは前記色情報中で示されるときに、送信を延期しないことを決定することと
　を備える、［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　送信を延期すべきかどうかを前記決定することは、前記パケットに関連付けられた前記
ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリスト中でまたは前記色情報中で示される
ときに、前記パケットがそれの上で受信された前記チャネル上で予約された時間期間の間
、送信を阻止することを決定することを備え、前記時間期間が、前記パケット中で示され
る持続時間よりも小さいかまたはそれに等しい、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　送信を延期しないという前記決定に基づいて前記パケットをドロップすることをさらに
備え、前記ドロップすることは、前記パケットを廃棄することと、前記パケットに基づい
てネットワーク割振りベクトルを設定しないこととを備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記ＢＳＳＩＤのリストは、同じアクセスポイントに関連付けられた複数のＢＳＳＩＤ
を含み、前記ＢＳＳＩＤのリストは、それへの送信が従わされるべきであるかまたはそれ
への送信が従わされるべきでないＢＳＳＩＤを示す、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記局は、第１のアクセスポイントに関連付けられ、前記ＢＳＳＩＤのリストは、前記
第１のアクセスポイントとコロケートされた第２のアクセスポイントに関連付けられた少
なくとも１つのＢＳＳＩＤを含み、前記ＢＳＳＩＤのリストは、パケットが前記少なくと
も１つのＢＳＳＩＤから受信された場合に、送信を延期するように前記局に命令する、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記局に関連付けられたアクセスポイントから前記インジケーションを受信することを
さらに備え、前記インジケーションは、前記アクセスポイントからの関連付け応答中で、
前記アクセスポイントからの管理フレームから、または前記アクセスポイントからのビー
コンから受信される、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記色情報は、それへの送信が従わされるべきであるかまたはそれへの送信が従わされ
るべきでない１つまたは複数の基本サービスセットに対応する１つまたは複数の色を備え
るか、あるいは、前記色情報中に含まれる色が、複数の基本サービスセットまたは複数の
アクセスポイントに関連付けられる、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　アクセスポイントによるワイヤレス通信の方法であって、
　前記アクセスポイントに関連付けられた基本サービスセット（ＢＳＳ）中の１つまたは
複数の局によって、それのパケットが従わされるべきである少なくとも１つのＢＳＳを決
定することと、
　前記少なくとも１つのＢＳＳのインジケーションを前記１つまたは複数の局に送信する
ことと
　を備える、方法。
　　［Ｃ１１］
　従わされるべき前記少なくとも１つのＢＳＳは、従わされるべき前記少なくとも１つの
ＢＳＳに関連付けられたデバイスから前記アクセスポイントにおいて受信された信号の信
号強度に基づいて決定される、
　［Ｃ１０］に記載の方法。



(35) JP 2018-521572 A 2018.8.2

　　［Ｃ１２］
　従わされるべき前記少なくとも１つのＢＳＳは、前記ＢＳＳと従わされるべき前記少な
くとも１つのＢＳＳとの間の距離に基づいて決定される、
　［Ｃ１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　従わされるべき前記少なくとも１つのＢＳＳは、前記ＢＳＳと従わされるべき前記少な
くとも１つのＢＳＳとの間のネゴシエーションを通して決定される、
　［Ｃ１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　前記インジケーションは、関連付け応答中で、管理フレーム中で、またはビーコンフレ
ーム中で、前記１つまたは複数の局に送信される、
　［Ｃ１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１５］
　前記インジケーションは、
　前記１つまたは複数の局がそれへの送信を、従うべきであるかまたはそれへの送信を延
期すべきでないＢＳＳＩＤのリスト、あるいは
　前記１つまたは複数の局がそれへの送信を、従うべきであるかまたはそれへの送信を延
期すべきでないＢＳＳを識別する１つまたは複数の色を備える色情報
　のうちの１つを含む、［Ｃ１１］に記載の方法。
　　［Ｃ１６］
　ワイヤレス通信のための局であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　チャネル上で、ワイヤレスデバイスからパケットを受信することと、
　　前記受信されたパケットに関連付けられた、基本サービスセット識別子（ＢＳＳＩＤ
）または基本サービスセットを識別する色を決定することと、
　　前記パケットに関連付けられた前記決定されたＢＳＳＩＤまたは前記決定された色、
およびインジケーションに基づいて、前記チャネル上での送信を延期すべきかどうかを決
定すること、前記インジケーションは、ＢＳＳＩＤのリストまたは色情報を備える、と
　を行うように構成される、局。
　　［Ｃ１７］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリス
ト中でまたは前記色情報中で示されるときに、送信を延期することを決定することと、
　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリス
ト中でまたは前記色情報中で示されないときに、送信を延期しないことを決定することと
　によって、送信を延期すべきかどうかを決定するように構成される、［Ｃ１６］に記載
の局。
　　［Ｃ１８］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリス
ト中でまたは前記色情報中で示されないときに、送信を延期することを決定することと、
　前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤまたは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリス
ト中でまたは前記色情報中で示されるときに、送信を延期しないことを決定することと
　によって、送信を延期すべきかどうかを決定するように構成される、［Ｃ１６］に記載
の局。
　　［Ｃ１９］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記パケットに関連付けられた前記ＢＳＳＩＤま
たは前記色が、前記ＢＳＳＩＤのリスト中にまたは前記色情報中にあるときに、前記パケ



(36) JP 2018-521572 A 2018.8.2

ットがそれの上で受信された前記チャネル上で予約された時間期間の間、送信を延期する
ことを決定することによって、送信を延期すべきかどうかを決定するように構成され、前
記時間期間は、前記パケット中で示される持続時間よりも小さいかまたはそれに等しい、
　［Ｃ１６］に記載の局。
　　［Ｃ２０］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、送信を延期しないという前記決定に基づいて、前
記パケットを廃棄することによって、および前記パケットに基づいてネットワーク割振り
ベクトルを設定しないことによって、前記パケットをドロップするようにさらに構成され
る、
　［Ｃ１６］に記載の局。
　　［Ｃ２１］
　前記ＢＳＳＩＤのリストは、同じアクセスポイントに関連付けられた複数のＢＳＳＩＤ
を含み、前記ＢＳＳＩＤのリストは、それへの送信が従わされるべきであるかまたはそれ
への送信が従わされるべきでないＢＳＳＩＤを示す、
　［Ｃ１６］に記載の局。
　　［Ｃ２２］
　前記局は、第１のアクセスポイントに関連付けられ、前記ＢＳＳＩＤのリストは、前記
第１のアクセスポイントとコロケートされた第２のアクセスポイントに関連付けられた少
なくとも１つのＢＳＳＩＤを含み、前記ＢＳＳＩＤのリストは、パケットが前記少なくと
も１つのＢＳＳＩＤから受信された場合に、送信を延期するように前記局に命令する、
　［Ｃ１６］に記載の局。
　　［Ｃ２３］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記局に関連付けられたアクセスポイントから前
記インジケーションを受信するように構成され、前記インジケーションは、前記アクセス
ポイントからの関連付け応答中で、前記アクセスポイントからの管理フレームから、また
は前記アクセスポイントからのビーコンから受信される、
　［Ｃ１６］に記載の局。
　　［Ｃ２４］
　前記色情報は、それへの送信が従わされるべきであるかまたはそれへの送信が従わされ
るべきでない１つまたは複数の基本サービスセットに対応する１つまたは複数の色を備え
るか、あるいは、前記色情報中に含まれる色が、複数の基本サービスセットまたは複数の
アクセスポイントに関連付けられる、
　［Ｃ１６］に記載の局。
　　［Ｃ２５］
　ワイヤレス通信のためのアクセスポイントであって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　前記アクセスポイントに関連付けられた基本サービスセット（ＢＳＳ）中の１つまた
は複数の局によって、それのパケットが従わされるべきである少なくとも１つのＢＳＳを
決定することと、
　　前記少なくとも１つのＢＳＳのインジケーションを前記１つまたは複数の局に送信す
ることと
　を行うように構成される、アクセスポイント。
　　［Ｃ２６］
　従わされるべき前記少なくとも１つのＢＳＳは、従わされるべき前記少なくとも１つの
ＢＳＳに関連付けられたデバイスから前記アクセスポイントにおいて受信された信号の信
号強度に基づいて決定される、
　［Ｃ２５］に記載のアクセスポイント。
　　［Ｃ２７］
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　従わされるべき前記少なくとも１つのＢＳＳは、前記ＢＳＳと従わされるべき前記少な
くとも１つのＢＳＳとの間の距離に基づいて決定される、
　［Ｃ２５］に記載のアクセスポイント。
　　［Ｃ２８］
　従わされるべき前記少なくとも１つのＢＳＳは、前記ＢＳＳと従わされるべき前記少な
くとも１つのＢＳＳとの間のネゴシエーションを通して決定される、
　［Ｃ２５］に記載のアクセスポイント。
　　［Ｃ２９］
　前記インジケーションは、関連付け応答中で、管理フレーム中で、またはビーコンフレ
ーム中で、前記１つまたは複数の局に送信される、
　［Ｃ２５］に記載のアクセスポイント。
　　［Ｃ３０］
　前記インジケーションは、
　前記１つまたは複数の局がそれへの送信を従うべきであるかまたはそれへの送信を延期
すべきでないＢＳＳＩＤのリスト、あるいは
　前記１つまたは複数の局がそれへの送信を従うべきであるかまたはそれへの送信を延期
すべきでないＢＳＳを識別する１つまたは複数の色を備える色情報
のうちの１つを含む、
　［Ｃ２６］に記載のアクセスポイント。
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